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1.指摘事項(コメント)りスト

NO 受領日

2020/6/8

審査会合

コメント内容

型式証明の審査範囲を明確に
するために、以下事項につい

て説明すること。

(1-1)輸送容器と輸送荷姿の
仕様・構造・評価上の差異
(1-2)縦置き姿勢で設置する
方法における緩衝体の設置有

無

型式証明での確認事項と設置

(変更)許可段階での確認事項
の整理表を作成すること。

2 2020/6/8

審査会合

3 2020/6/8

審査会合

該当条文

全般

4

17×17燃料と15×15燃料を混

載しないことを申請書に明記の
こと。また、A型とB型を混載で

きること、及び安全評価で厳し

い燃料条件となる理由につい

て説明すること。

木材の健全性評価では、使用
中の他、製造時や保管状態の

影響も併せて説明すること。ま
た、使用中の木材の状態につ

いて確認する方法があれぱ併
せて説明すること。

ユメント回答

構造・安全機能上の輸送容器との差異を踏まえ、輸送荷姿の分類
を蓋部の金属部への衝突か生しない設置方法に変更し、同設置方
法の要求事項を満足する設計とするまた、本貯蔵方法の名称は、
「蓋部の金属部への衝突か生じない設置方法横置き)」に変更す

輸送容器と横置きの仕様・構造・評価上の差異をP3~P.10に示
0

・各貯蔵方式の前提条件の整理、及び縦置き姿勢で設置する方法
における緩衝体の有無及び緩衝体の位置づけをP.11に示す。

・型式証明での確認事項(説明事項)と設置(変更活午可申請におけ
る確認事項の整理表をP.19~P311こ示す。

2020/6/8

審査会合

全般

無断複製・転載禁止三菱重工業株式会社

16条

@ MITSUBIS州 HEAⅥ,1NDUSTRIES, LTD. A11 Rights Reserved

今後回答する(16条説明時)。

16条

▲三菱工

今後回答する(16条説明時)。

対応状況

次回審査会合で

説明予定。

次回審査会合で

説明予定。

未

(今後回答予定)

未

(今後回答予定)



2.指摘事項への回答 2.1 指摘事項への回答(NO.1)

指摘事項(NO.1-1)

輸送容器と輸送荷姿の仕様・構造・評価上の差異を説明すること。

(回答)

輸送容器と横置き貯蔵の①仕様・構造上の差異及び②安全機能上の差異を以下に示す

なお、踵兪送荷姿」として申請している貯蔵方式の分類を、構造・安全機能上の輸送容器との差異を踏まえ、「蓋部の金属部への衝突
が生じない設置方法」に適正化し、同設置方法の要求事項を満足する設計とするまた、本貯蔵方法の名称は、「蓋部の金属部への
衝突が生じない設置方法横置き)(以下「横置き」という)」とする

(1陣兪送容器と横置きの仕様・構造の差異 下郭紐衝体
ーー、、

①MSF-24P型に収納する使用済燃料の仕様 ＼伝熱プイン

小性干違蔽材

差異なし 、

ニ":苫一・"【苦 制貯廣用三歌薑 、

ーーーー＼、ー、、、.、、、、ー、(＼
②MSF-24P型の仕様 '班壁逝佳>＼＼＼ X
(質量、寸法、材料、収納体数、最大崩壊熱量)

、

、、 0

差異なし
0

@

3 MSF-24P型の構造

差異は以下のとおり。

〆三次蓋値兪送容器)と貯蔵用三次蓋の構造(P.4・5参照)

〆二次蓋上の圧カセンサ・モニタリングボートカバーの有無(P.6参照)

(注1)部位

三次蓋シール材

あり二次蓋圧カセンサ

モニタリングホートカバーなし

(注1)横置き以外の設置方法も横置きと同一構造である。

@ MITSUBIS州 HEA^'1NDUSTRIES, LTD. A11 Rights Reserved

なし

無断複製連云載禁止三菱重工業株式会社[1^内は商業機密のため、非公開とします。

人三菱工

使用済燃料集合体

貯蔵架台
(巾:頁笥囲外)

ゴム0りング

なし

あり

ー、4,卓盲f伊・

上部トラニオン

、王赴トラニオ;Z

横置き貯蔵

(外観は輸送容器と同一)



2.1指摘事項への回答(NO.1)

蔵用三次蓋(置き)(注わの構造

@ MITSUBISHI HEAⅥ'!NDUSTRIES, LTD. A" Rights Reserved

人三菱工

内は商業機密のため、非公開とします。 無断複製連云載禁止三菱重工業株式会社



2.1指摘事項への回答(NO.1)

三次蓋(輸送容器)の構造

◎ MITSUBIS川 HEA^'1NDUSTRIES, LTD. A11 Ri9hts Reserved

人三菱工

内は商業機密のため、非公開とします。 無断複製・転載禁止三菱重工業株式会社



2.1指摘事項への回答(NO.1)

二次蓋の構造

@ MITSUBISHI HEA^'1NDUSTRIES, LTD. A11 Rights ReseTved

▲三菱重工

内は商業機密のため、非公開とします。 無断複製連云載禁止三菱重工業株式会社



2.1指摘事項への回答(NO.1)

(2漣兪送容器と横置きの安全機能上の差異

安全機能を担う主な構成部材の差異を下表示す。閉じ込め機能以外は横置ぎ注1)と輸送容器で差異はない。

閉じ込め機能の差異

/横置きでは、密封境界は一次蓋(金属ガスケット)であり、輸送容器の三次蓋(ゴム0りング)と異なる。

ただし、輸送容器においても、横置きと同様に、一次蓋及び二次蓋には金属ガスケットを用いており、使用済燃料を収納

する空間を負圧とし、一次蓋と二次蓋の蓋間を正圧とする設計方針は同一である。

/閉じ込め機能評価の差異は以下のとおり。

唄宇蔵時:使用済燃料を収納する空間の負圧維持評価(P.9参照)

.輸送時: MSF-24P型蓋部からの放射能放出量評価(一次蓋及び二次蓋のシール機能を保守的に無視)(P.10参照)

輸送容器

バスケット

安全機能他

臨界防止

遮蔽

除熱

き(注1)

バスケット

閉じ込め

胴、一次蓋、二次蓋、貯蔵用三次蓋他

バスケット、伝熱フィン、胴、一次蓋、二次蓋、
貯蔵用三次蓋他

貯蔵用三次蓋:ー(シール材なし)
二次蓋:圧力監視境界(金属ガスケット)
一次蓋.密封境界(金属ガスケット)

胴、一次蓋、二次蓋、貯蔵用三次蓋、バスケット他構造強度

@ MITSUBISHI HEA^'1NDUSTRIES, LTD. AI! Rlghts Reserved

(注1)横置き以外の設置方法も横置きと同じである。

▲三菱重工

胴、一次蓋、二次蓋、三次蓋他

バスケット、伝熱フィン、胴、一次蓋、二次蓋、
三次蓋他

三次蓋:密封境界(ゴム0りング)
二次蓋:水密境界(金属ガスケット)
一次蓋.ー(金属ガスケット)

胴、一次蓋、二次蓋、三次蓋、バスケット他

無断複製連云禁止三菱重工業株式会社



2.1指摘事項への回答(NO,1)

(参考)閉じ込め境界比較図

@ MITSUBISHI HEA^'1NDUSTRIES, LTD. A11 Rights Reserved

'三菱工

E^内は商業機密のため、非公開とします。 無断複製連云載禁止三菱重工業株式会社



2.1指摘事項への回答(NO.1)

(参考)型式証明における閉じ込め機能評価について

0評価の概要

設計貯蔵期間(60年)中に内部を負圧に維持可能な基準漏洩率を算出(工学式による)し、基準漏洩率よりも漏え
い率の小さい金属ガスケットを用いることを確認する。

@ MITSUBISHI HEA^'1NDUSTRIES, LTD. A11 Rlghts Rese!Yed

項目

'三菱工

評価燃料

密封境界

内部ガス

17×17燃料及び15×15燃料

胴、一次蓋、
ドレン/ベントノVレブカバープレート

へりウムガス(初期充填圧0.08Mpa)
(※上記に燃料棒からのFPガスの放出を考慮する)

基準漏洩率

設計貯蔵期間経過後に兼用キャスク内部圧力が大
気圧となる漏えい率)

評価項目

貯蔵時

[二Σヨ内は商業機密のため、非公開とします。 無断複製連云'禁止三菱重工業株式会社



2.1指摘事項への回答(NO.1)

(参考)輸送容器としての閉じ込め機能評価(密封解析)1こついて

0評価の概要

一般の試験条件及び特別の試験条件における密封境界外への放射性物質の漏えい量を算出(工学式による)し、
放射性物質漏えい量の基準を満足することを確認する。

@ MITSUBISHI HEAⅥilNDUSTRIES, LTD. A!1 Rights Reserved

項目

17×17燃料及び15×15燃料評価燃料

胴、三次蓋、
密封境界 リリーフ/Uレブカバープレート

放射性物質 3H/85KKORIGEN2コードにより放射能量を算出)
(FPガス)

放射性物質漏えい量評価項目

3H:A2値/week3H : A2{直 X I0、6/h
基準値柱1) 部Kr:A2値の10倍/week85Kr: A2{直 X I0-6/h

(注1)A2値は、個々の放射性核種にっいて定められる放射能量の収納限度に関する基準値
である(3H:40TBq、85Kr:10TBq)。

'三菱重工

一般の試験条件 特別の試験条件

[ニニ:]内は商業機密のため、非公開とします。 無断複製連云載禁止三菱重工業株式会社



2.1指摘事項への回答(NO.1)

指摘事項(NO.1-2)

縦置き姿勢で設置する方式における緩衝体の設置有無について説明すること。

(回答)
設置方法一覧を下表に示す。横置きては、上部及び下部に、縦置きでは、上部に緩衝体を設置する。各設置方法の概要をP・12に示す
また、縦置き2 唄宇蔵架台て転倒を防止)の安全評価及び審査方針概要をP13~P14に示す縦置き②では、津波荷重、屯巻荷重及び周辺施設の
損壊による重量物落下への安全性向上のために上部緩衝体を設置している。また、各設置方法での想定条件をP.15~P17に示す0

蓋部の金属部への衝突が生じない設置方法柱1)

縦置き②縦置き①

地盤の

状態

兼用キャスクの
基礎等への固定

(注2)

地盤の基礎等に

十分な固定しない(d)②③)

支持を
基礎等に想定

しない固定する(④)

地盤の基礎等に

十分な固定しない
支持を

基礎等に想定 .
固定する(5する

(注1)全ての貯蔵方式において、地震による周辺施設の損壊を考慮する。また、縦置き2の分類は、蓋部の金属部への衝突が生しない三又置方法」から、「基礎等に固定す

.,腎》劣、ー、1 表照)中の番=に相当する。(注3)兼用キャスクは基礎に固定された貯蔵架台に設置される。
無断複製連云載禁止三菱重工業株式会社@ MITSUBISHI HEA^'1NDUSTRIES, LTD. A11 Rights Reserved

貯蔵架台(置用))
(貯蔵建屋内又は屋外)

0

兼用キャスク

緩衝体

地盤

▲三重工

基礎

上部緩衝体

兼用キャスク

貯蔵架台
q'置き用)

＼＼＼
地盤(屋外のみ)

0

上部緩衝体

兼用キャスク

貯蔵架台
(縦置き用)

地盤
(屋外のみ)



2.1指摘事項への回答(NO.1)

設置方法の概要

横置き

緩衝体の装着により蓋部の
金属部への衝突が生じない

上部緩衝体 下部緩衝体

安全機能を維持す
るための設計方針

項目

縦置き①

緩衝体の装着により蓋部の
金属部への衝突が生じない

地震時

緩衝体により
衝撃力を緩和

地震時
評価

地震力

緩衝体の設置

才緩衝体により兼用キャスクの安全機能が維持されるため、
貯蔵架台は審査範囲外

横置き

評価
方法

<地震時>
地震力による兼用キャスクの安全機能の維持確認
け也震力による兼用キャスクの構造健全性の確認)

@ MITSUBISHI HEA^'1NDUSTRIES, LTD. A11 R19hts Reserved

縦置き②

貯蔵架台により兼用キャスクの転倒を防止

緩衝体により
衝撃力を緩和

地震時

上部緩衝体

<落下・転倒時>
兼用キャスクの安全機能維持の確認
(落下連云倒時の兼用キャスクの構造健全性の確i翻

人三菱重工

縦置き① 縦置き②

貯蔵架台の設置(地盤の十分な支持を前提)
才貯蔵架台により兼用キャスクの安全機能が維持される

ため、貯蔵架台を審査範囲に含めている

兼用キャスク告示で定める地震力

<地震時>(P.13参照)
.地震力による兼用キャスクの安全機能の維持確認
1)地震力による兼用キャスクの転倒しないことの確認
(貯蔵架台の構造健全性の確i翻

2)地震力による兼用キャスクの構造健全性の確認

新規追加

鵬
貯蔵架台

/(縦置き用)

貯蔵架台により
転倒を防止

地震時

無断複製・転載禁止三菱重工業株式会社

,
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
:
^

ー
ー
ト

江
.



2.1指摘事項への回答(NO.1)

縦置き②の概要(V2)

<縦置き②における地震時の兼用キャスクの安全機能維持の確認方法>

<兼用キャスク、貯蔵架台仕様>

材料、寸法、形状等

評価開始

有限要素法又は構造公式による応力算出

貯蔵架台の応力

兼用キャスク告示で

定める地震力

1)貯蔵架台の

構造強度評価

兼用キャスクは

転伊ルない

兼用キャスクの応力

◎ MITSUBISHI HEAVY INDUSTRIES, LTD. A11 R19hts Reserved

2)兼用キャスクの

構造強度評価

兼用キャスクの構造健
全性を確認

兼用キャスクの安全機能は
維持される

人三菱工

新規追加

[1^内は商業機密のため、非公開とします。

地震力

無断複製連云載禁止三菱重工業株式会社



2.1指摘事項への回答(NO.1)

縦置き②の概要(2/2)

<縦置き②における貯蔵架台の審査方針について>

縦置き②における地震時の兼用キャスクの安全機能は、用キャスクが云到しないこと(r 加台の造^全性)、及
び用キャスクの造金声が。題ナ'いこと(用キャスクの造聿全性)の両方示ことで,、.0能となる(P.13参
照)。この点から、兼用キャスクと貯蔵架台は関連性が強いため、セットで審査されるべきと判断し、貯蔵架台を申請範
囲に含めている。

ここで、「原子力発電所敷地内での輸送唄宇蔵兼用乾式キャスクによる使用済燃料の貯蔵に関する審査ガイド」におい
のき平西には、用キャスク止示にめる地そ力適用できることが記載されている(下表参照)。し立 カロ'、

て、支、 口ロ、

たがって、貯蔵架台にっいても、兼用キャスク告示に定める地震力を適用できると判断している。

これより、

全性が,.

加台の 迫聿

(参考

用キャスク止示に定める地力にメ、して、兼用キャスクカ陣云倒しないこと、すなわち、r
されることで、用キャスクの安全厶Eが,、できることを示す方針である。

関連規定抜粋)

規定

43.1.1基方金き忍内六
(3)兼用キャスクを基礎等に固定する場合、兼用キャスク告示第1条に定める加速度による
地震力又は基準地震動による地震力に対して安全機能が維持できる設計であること。原子力発電所敷地内での輸送・貯蔵

兼用乾式キャスクによる使用済燃料
5.1。辺きの立付け及びき"西の基方金き忍内六の貯蔵に関する審査ガイド
(2)支持部、架台及びそれらの基礎の支持性能を期待する場合等は、第6項地震力(淘
対して機能が維持される設計がなされていること。

(注1)第6項地震力とは、設置許可基準規則第4条第6項に規定する地震力であり、兼用キャスク告示で定める地震力又は基準地
震動による地震力を示す。

無断複製連云載禁止三菱重工業株式会社
⑥ MITSUBISHI HEAV~、1NDUSTRIES, LTD. A11 Rights Reserved

▲三菱重工

新規追加

記載内容



2.1指摘事項への回答(NO,1)

(1)蓋部への金属衝突が生じない設置方法(横置き)1こおける想定条件

自然現象

貯蔵状態
地震(波及的影響)

無断複製連云載禁止三菱重工業株式会社

^

^

1)キャスク落下

丘司

◎ MITSUBISHI HEAⅥ'1NDUSTRIES, LTD. A11 Rights Reserved

2)重量物落下

人三菱工

(建屋・クレーン)

3)埋没

外部からの衝撃(竜巻)

(土砂・瓦礫)

にミ=ミ辻

曳
ι

貯
蔵
場
所
貯
蔵
建
屋
内

＼
＼

＼1

＼
＼

＼

屋
外

1



2.1指摘事項への回答(NO.1)

(2)蓋部の金部への衝突が生じない設置方法(縦置き①)1こおける想定条件

自然現象

貯蔵状態
地震(波及的影響)

無断複製連云載禁止三菱重工業株式会社

(対象外)

^

地震

1)キャスク落下連云倒

@ MITSUBISHI HEA^'1NDUSTRIES, LTD. A11 Rights Reserved

2)重量物落下

人三菱重工

^

外部からの衝撃(竜巻)

3)埋没

(クレーン)

^

、(

(土砂)

、
ノ

ノ
/
【

貯
蔵
建
屋
内
屋
外

＼
＼

＼Ⅱ



2.1指摘事項への回答(NO.1)

(3)基礎等に固定する設置方法(縦置き②)1こおける想定条件

自然現象

貯蔵状態
地辰(、皮及的影響)

無断複製連云載禁止三菱重工業株式会社

(対象外)

^

1)キャスク落下・転倒

(縦置き 1 と同じ)

@ MITSUBISHI HEA^、1NDUSTRIES, LTD. A11 Rlghts Reserved

2)重量物落下

'三菱重工

(縦置き①と同じ)

外部からの衝撃(竜巻)

3)埋没

(縦置き①と同じ)

(縦置き①と同じ) (縦置き①と同じ)

貯
蔵
場
所
貯
蔵
建
屋
内
屋
外

＼
＼

＼1



2.1指摘事項への回答(NO.1)

(参考)原子力発電所敷地内での輸送・貯蔵兼用乾式キャスクによる使用済,料の貯蔵に関する

設置方志

別表

①鞠送荷姿

兼用キャスクの設置方法に応じた評価の例

地磐、基礎、蓋部の金属部兼用キャスク
支持部等の評への衝突評価本体評価
価

②蓋部の金属部への衝突
が生じない設置方法

③蓋音即)金音長＼の衝突
が生じる設置方法

@ MITSUBISHI HEAⅥ'1NDUSTRIES, LTD. A11 Rlghts R部erved

④基磯等に固定する

備考

⑤基礎等に固定する

'三菱工

査ガイド抜粋

0

(加速度)

*1~*3

評価要

評価不要

「6.1 安定性評価の基本方針」参照

0
(基騨也震動)

0
(速度)

0

仂0速度)

0

(基準地震動)

0
(加速度)

0

(加速度)

無断複製連云載禁止三菱重工業株式会社

基
礎
等
倫
定
号
い

讓
一
里
分
奎
持
霜
峯
し
な
い

地

畢
刀
奎
持

葛

0
-



22指摘事項への回答(NO.2)

指摘事項(N02)

型式証明での確認事項と設置(変更活午可段階での確認事項の整理表を作成すること。

(回答)

「設置許可基準規則」の要求事項に対する型式証明の査範囲及ぴ設置(変更)許可申請で確認する事項をP20~P24に示す。

また、「原子力発電所敷地内での輸送唄宇蔵兼用乾式キャスクによる使用済燃料の貯蔵に関する審査ガイド」の要求事項に対する型
式証明での審査範囲(説明事項)及び設置(変更)許可申請で確認する事項をP.25~P.31に示す。

上記整理表では、指摘事項NO.1-2への回答で示した貯蔵方式毎に確認事項を示している。

<整理表の記号及び色の説明>

》「0」:対象、「ー」:対象外

型式証明申請書記載事項を明確にした箇所〆朱書文字

》緑色塗り「ーーーー]:型式証明の範囲とする事項に対して、設置許可(変更)申請において確認する事項

》灰色塗り「^1.型式証明の範囲外事項

》黄色塗り「^-1.型式証明の範囲外事項であるが、設置許可(変更)申請において確認する事項(兼用キャスクに係る事項)

@ MITSUBISHI HEAⅥ'1NDUSTRIES, LTD. A11 Rights Reserved

人三菱重工

無断複製・転載禁止三菱重工業株式会社



実用発電用原子炉及びその附属応設の位置、構造及ぴ設備の基準に関する規則

タイトノレ

の

想定する型式証明審査の適用条文

、、

地による

2 1震重要施設及び兼用キャスクは、形した場合においてもその安全機能
が損なわオ1ろおそれがない地艇に設けなけ■1.ばならない.

施般及び用キャスクは、、位が生るおそれが'い地に設け3

なけれぱならない六ガし、兼用キャスクにあ0ては、地盤に変位が生じて
もその安全機能が損なわれない力法により設けることができろときは、この
限りでない

設置許可基準規則に対する型式証明での確認事項と設置許可時の確認事項の整理(ν5)
型式証明・設置許可申請区分

設匿許可時の
設伍許可範囲型式証明範囲 審査事項

兼用キャスクに縦置き縦き縦き縦き
関tる確認事項②①②

の

らない.

の発によ0てる粘それがるは、の2

線による公衆への影響の程度に応じて設の安全機能の喪失に起因する赦
定正なけれぱならない.

3 要は、そのに設にな影 1お
それがある地震による加速度によ0て作用する地震力(以下 1基地動に
よる地力」という.)に対して安全樋能が損なわれる粘モれがないもので
なけれぱならない.
4 は、の地のによ0てるおモれ命あるの
壊に対して安全機能が損なわれる粘それがないものでなけれぱならない.

5炉、のは、震によるにして質の
じ込めの機能が損なわれる邦モれがないものでなけ■W士ならない.

能がなわれるお6 用キ〒スクは、吹のいれかの地力に対して
それがない、のでなければならない.

兼用キースクが地力により安全機能を損なうかどうかをその酘殴される
位置のいかノVにかかわらず判断するために用いる合理的な地震力として原子
力規制委員会が別に定めろもの

基皐地動による地力

設は、 に に るこ

0

力できるものでょけ

0 0

外部からの衝撃による転倒)の条
件を示す。

0 0 0

0

特定機器の安全設計に
関する説明嘗(添付書類一)

フキ〒スクは、地の発によ0てる充モれ力る面の
して安全楓能が損なわれる粘それがないものでなければならない.

縦価き(②)の地
の安定性詳価

、-24P

0

(型式証明申請の範囲外)

'0)

特定機器を使用することにより発
電用鳳子炉施設に及ぼす影に関

する説明杏(添付杏類二)

口の

用キ十スクを兼用キャスク貯蔵施
設にて使用する場合確認しなければ

ならない事項

匝きに固る設皿
②)により貯する場口の地盤が安
定であること.

るたν禿匙用呼子炉施設の安全
性1,鳥響を及ぼ女ない。

壊に対

0

霞き及

0 0

用キ十スクヘ
の周辺施設等か
らの波及的影響
条件が型式証明
の波及的影評
価の条件に包絡
されていること
の確認

(型式鉦明申の範囲外)

0

MSF-24P型は、用キャスク告示で足
める地力に対して安全機能が損な
われるおそれがない蓋部の金属部へ
の衝突が生じない設置方法によ"貯
蔵する設計とする。また、基磯等に
固定する設語方法においては、第
号に規定する地廃力に対して、支持
性能が砿保され、その安全機能が損
なわれるおそれがない設計とする

(型式証明申請の範囲外)

(型式証明申請の範囲外)

なお、地於時、周辺施般等からの波損なわれない波及的影響(地盤の
及的影響によりMSF-2Ⅱ型の安全機能オ等沈下・貯蔵建屋損壊による土
が損なわれるおそれがないものとす砂瓦礫埋没、クレーン貯蔵建屋
る。損壊による重量物落下、クレーン
損壊に伴う落下・転倒、地時の

(型式証明申請の範囲外)

兼用キャスク設
匿位凪周辺制而
の雌隔保又は
安定性評価

(型式証明申錆の囲外)

(略) MSF-24P型の安全機が損
なわれるおそれがない設電方法
は詮計とするため、発匙用原子炉
施設の安全性に影を及ぼさな
、、

なお、地時、兼用キャスクで想
定する、 MSF-24P型の安全機能が

が周辺設からの及
型式証明の波及的影響評価の条件に
包絡されていること.

に
が
衝
及
計
の
す
準
場
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の
き
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定
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機
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.
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用
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実用発電用原子炉及ぴその附属施設の位母、構造及び設備の基準に関する規則

タイトル

1' る の

中に当該設針基串対
「基塗津波」という.)

なければならない.

外からの

傷の防止

2 兼用キャスク及ぴその周辺施設は、汰のいずれかの津波に対して安全機
能が損なわれろおそれがないものでなければならない.

兼用キ十スクが津波により安全機能を損なうかどうかをその設置される
位匿のいかノνにかかわらず判断するために用いる合理的な津波として原子力
規制委員会が別に定めるもの

基準津波

想定する型式証明審査の適用条文

は、のの辺〒スク .

に大きな影を及ぽす粘それがある津波(以下
に対して安全橡能が損なわれるおそれがないもので

、よる キヤスク .

を除く.吹項に船いて同じ.)
ないものでなければならない.

1 粘モれ力あるとにき要設は、2 皿要
想定される自然現象により当該重要安全施設に作用する衝及び設計基準
故時に生ずる応力を適切に考慮したものでなければならない.

又はモの辺に粘いてキャスクく. 1ネ、エ3

定される発気用原子炉糖設安全性を損なわせる原因となるおモれがある
象であって人為によるもの(故意によるものを除く,以下「人為による
」という.)に対して安全樵能を損なわないものでなければならない.

4 兼用キャスクは、吹に掲1 る'.現象が発生した場合においても安全機
能を損なわないものでなけれげならない。

兼用キャスクが竜巻により安全機能を損なうかどうかをその設価される
位置のいかノνにかかわらず判断すろために用いる合理的な竜巻として原子力
規制委員会が別に定めるもの

設置許可基準規則に対する型式証明での確認事項と設置許可時の

型式証明・設置許可申請区分

詮伍許可範囲型式証明範囲

縦き縦き縦き縦き
②Φ②

(型式証明申請の範囲外)

MSF-24P は、とよ
ろ恐れのない設計とするため、発
電用原子炉施股の安全性に影響を
及ぼさない.

は、
が発生した

(なし

地及る

合においても安全機能を損なわ

恕

5 項の
な、、

れる

0

火災

認事項の整理(2/5)

設恒許可時の
審査寝項

用キャスクに
関する敵認事項

0

は、

用キ十スクは、沃に'る人 る

いものでなければならない.
(以下、略)

7 のは、用キャスクについて三項の
ない.

用キャスクについて一項の

の 止 力よコれよい原子設の1才、,'により設

よう、火災の発生を防止することができ、かつ、早期に火災発生を感知する
殻倫(以下「火災感知股備」という。)及び消火を行う股術(以下「消火設
備」といい、安全施設に属するものに限る.)並びに火災の影を軽減する
機能を有tるものでなければならない.

設に属るのに限る.は、、誤動又は2 '設
作が起きた場合に郭いても発用原子炉を安全に俸止させるための機能を損
なわないものでなければならない.

特定機器の安全設計に
関する説明書(添付書類一)

、 F-24P

MSF-24P型は、兼用キ〒スク示で定
める津波による遡上被の被力及び漂
流物の衝突に対して安全機能が損な
われる郭それがない設計とする。

0〕

(型式証明申の範囲外)

によること・妨け

0

'の

特定機器を使用することにより発
丞用原子炉施設に及ぼす影響に朋

する説明杏(添付杏類二)

に

0

証

して

の

0

(型式証明申請の囲外)

略 MSF-24P型の安全機能が損
なわれるおそれがない設計とする
ため、発電用原子炉施設の安全性
に影響を及任さない

によることを

よわ'

0

竜巻飛来物条件
が、兼用キ〒ス
クで想定する設
計飛来物の条件
に包絡されてい
ることの認

兼用キ〒スクの
森林火災に対す
る評価

丁施設を設伍
する原子力発電
所個別の条件で
の自然現象に対
する評価

用キキスクの

人為による事象
に対する評価

兼用キャスクの
人為1'よる事象
に対する評価

0

口の

用キャスクを用キ〒スク貯蔵施
設にて使用する場合確認しなければ

ならない事項

闘SF-24P は、用キ〒スク示で
めろ竜巻により、原子力発電所の竜
巻影評価ガイド解説爽 4.1に規定
される飛来物が設計飛来物となり衝
突した場合においても、その安全機
能を損なわない設計とする。

'し

0

(型式証明申請の範囲外)

0

(なし

0

0

0

(型式証明申の範囲外)

0

0

0

MSF-241,は、想定される.現
(地、津波、竜巻及び森林火災を

除く)が発生した場合においても安
全機能を損なわない設計とする

0

(型式証明申請の範囲外)

(略)闇SF-24P型の機が
なわれるおそれがない設計と,る
ため、発電用厚子炉施設の安全性
に影響を及ぼさない

(型式証明申の囲外)

能が(略) MSF-24P型の
なわれるおそれがない設計とする
ため、発電用原子炉施設の安全性
に影を及ぽさない

用侃子MSF-24P は、,!により
炉施設の安全性が損なわれないよ
う、金属製の不燃性材料とし、発火
源となる恐才1の,.い設計とする

が、用キャスクで飛

想定する設計飛来物の条件に包絡さ
れていること.

(型式証明申請の範囲外)

こ



実用発電用原子炉及ぴその附属応設の位置、構造及ぴ設備の基準に関する規則

タイトル

は、その

なければならない。

想定する型式証明審査の適用条文

をる系のワの要分にい2

するものは、当該系統を構成する機械又は器具の単一故(単一の原因に
よってーつの櫑械又は器具が所定の安全機能を失うこと(従属要因による多
重故障を含t,.)をいう.以下同じ.)が発生したであって、外部源
が利用できない場合に鷲いても根能できるよう、当該系統を構成,る械又
は器具の機能、構造及ぴ動作原理を考慮して、多皿性又は各撮性を保し、
及び独立性を保するものでなけれぱならない.

に至ろまでの問に'さ及び設3 全設は、設
れる全ての環境条件において、その機能を発揮することができるものでなけ
ればならない

の に、、じて、

設置許可基準規則に対する型式証明での確認事項と設置許可時の

型式証明・設伍許可申請区分

詮置許可範囲型式証明範囲

縦置き縦き縦置き縦き
①②① ②

が

能の重要殻は、その全件及ぴ能力を認するため、その4

度に応じ、発電用原子炉の運転中又は停止中に試験又は検査かできるt,ので
なければならない。

こ,ので

タービン、、ンそのの器叉は配設は、5

散物により、安全性を損なわないものでなければならない.

設は、二以の用原子炉において共用し、又は互に6

接枕するものであ0てはならない.ただし、二以上の発用原子炉姥設と共
用し、又は相互に接続することによって当該二以上の発用原子炉座の安
全性が向上,るは、この隈りでない.

をく.は、二以上の発原子般と共用設7

し、又は相互に接銃する場合には、発電用原子炉縮設の安全性を損なわない
ものでなけれぱならない.

0 0

認事項の整理(3/5〕

設価許可時の
審査事項

用キャスクに
関する確認事項

0

特定機器の安全設計に
関する説明書(添付畜類一)

0

の

子MSF-24P は、

殷の安全機能の重要度分類に関する
審査指針に基づき、それが果たt安
全機能の性質に応じて安全重要度を
PS-2に分類し、十分高い信頼性
を確保し、かつ、維持し得ろ設計と
する.

MSF-24P

0

に

0

つ飛

0 0

、』
^.

'0)

特定機器を使用することによわ発
電用原子炉施酘に及ぼす影に関

司、る説明杏(添付書類二)

HSF-24P は、 、、

確保し、かつ、維持し得る設計と
すろため、発電用原了炉施設の安
全性に影響を及ぽさない。

1

'.

.

゛

'

.゛,冒.

設'するにMSF-24P型の設1
た0ては、劣化等に対して゛,十分な
余裕を持0て機能維持が可能となろ
よう、設計貯期問中の温度、放射
線等の環境条件を考慮し、十分安全
側の条件を与えることによη、これ
らの条件下においても期待されてい
る安全機能を発揮できる設計とす
0.

MSF-24P型の般ヨ条件を般るに当
た0ては、それらの健全性及び能力
を確認するため、その安全機能の重
要度に応じ、設計貯蔵期間中に試験
又は検査ができる設計とする.

,

(型式証明申舗の範囲外)

0

兼用キャスク
典用{'関司、る
全評価

'

'1 、

Fイ.'..
1

」.;'1/"ι'鼻1'¥」"- Yノイザ.」

、'1,゛ゞ4' 1;.."f, h.、門Jえ乞

されているMSF-24P型は、
全機能を発押できる設計とするた
め、発電用原子炉施般の安全性に
影響を及ぼさない.

0

^

T

.、.

(型式証明申請の範囲外)

0

口の

兼用キャスクを用キャスク貯蔵施
酘にて使用する場合確認しなければ

ならない事項

兼用キャスクの
飛倣物に対する
安全評価

俸K醐申'細殉が.'

0

間巾にMS卜 241,は、詮計
武験又は検査ができる設計とする
ため、発電用原子炉施酘の安全性
に影響を及ぼさない

0

(型式旺明申の範囲外)

'し

0

,
、

、

《
.
、
,

゛
.
'

J
.イ、

ノ
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実用発電用原子炉及びその附属応設の位母、構造及ぴ設備の基準に関する規則

タイトル

施設
0) に用る1る に子炉 に1 ここ

料体叉は使用済燃料(以下この条において「燃料体等」という.)の敗扱施
設(安全施股に係ろものに隈る.)を設けなければならない.
(以下、略)

には、に 1 るころにより、 の2 発原子
を設けなけれ(安全施設にするものに限る.以下この項に船いて同じ.)

ばならない.
燃料体等の貯蔵施設は、歌に栂げるものであること.

燃料体等の落下により燃料体等が破損して放射性物質の放出により公↓
線害を及ぽ,おそれがある合に郭いて、放射性物の放出による公

衆への影を低波,るため、燃料貯蔵を格納するもの及び放性物の
放出を低減するものとすろこと.

るものとろこ力できる必にじて口

と.

想定する型式証明審査の適用条文

MSF-24P型は、通貯 0〕"SF-

2Ⅱ型表面の線量当率を2'vh
以下とし、かつ、 MSF 24P型表面
から1^れた位置における線量
当量率を100μSνノh 以下となる酘
計とするなお、発電用原子炉施
設の安全性については影響の範囲
外とする

設許可

ノ、 燃李

準規則に対する型式証明での確認事項と設置許可時の確認事項の整理(4/5)

型式証明・設賃許可申請区分

設匿許可時の
設但許可範囲型式証明範囲 審査事項

兼用キャスクに縦き縦き縦き縦き
関する確認事項① ②①②

涜燃料MSF-24P型は、
の健全性及び安全機能を有する構
成部材の健全性を維持する坦度を
満足する設計とするため、発電用
原子炉施設の安全性に影を及ぼ
さない

が に達すろおそれがないものとするーと

キ十スクをく.にっては、 この

ののほか、歌に据げるものであること.
(以下、略)

には、炊に'る3 発用原子
位及ぴ水坦並びに燃料敢扱柵所の放線
ならない
(以下、略)

4 キ十スクを設ける場口には、そのキ十スクは、一項第号にめろt,
ののほか、歌に掲げるものでなければならない

使用済燃料からの放射線に対て適吻な遮蔽能力を有するものとするこ
と

..

....

るこ

燃蔵のころにより、
を定できる設備を設けなければ

済.料の

特定機器の安全設計に
関する説明書(添付嘗類一)

0

をj 切に除去することができるt,のと司、ること,

1る

0

MSF 24

0

使用済燃料が内包する放射性物質を適切に閉じ込めることができ、か
その機能を適助に監視することができるものとすること。

特定機器を使用することにより発兼用キ〒スクを用キャスク貯蔵施
電用原子炉施設に及ぼす影響に関設にて使用する場合確認しなければ

ならない事項する説明杏(添付杏類二)

(型式証明申請の範囲外)

闘SF-24P は、イ用燃合体を所MSF-24P型は、技的に.、れ
定の幾何学西配置に維持tるためのる、、かなる揚合でt,、匪界を防止
断面形状が中空状であろバスケットする設計とすろため、発電用原子
プレート、及び適切な位価に配置さ炉施設の安全性に影響を及ぼさな
れた中性子吸収材により臨界を防止い。
する造とし、 MSF-24P型の貯蔵施設
への搬入から搬出までの乾燥状態、
及ぴMSF-2Ⅱ型に使用済燃料集合体を
収納司、る際の冠水状態において、技
術的に恕定されるいかなる場合で
も、匪界を防止する設計とtる。

.ー'

.

、

.

0

れる状MSF-24P は、設計上'
において、使用済燃料集合体からの
放射線をガンマ線遮厳材及び中性子
遮蔽材に上り遮蔽し、通常貯蔵時の
MSF・24P型表面の線量当量率を 2
■SV/h 以下とし、か,コ、 MSF-24P型表
面からlm れた位匿における線量当
量率を100μSv h 以下となる設計と
すろ。

によって収MSF-24P は、

した使用済燃料の崩壊熱を外部に放
出できる設計とし、使用済燃料集合
体の健全性及び安全機能を有する構
成部材の健全性を維持する温度を満
足する酘計とする.

MSF-24P型は、適切に放射性物質を閉 MSF-24P型は、適切に放射性質
じ込めることができ、閉じ込め機能を閉じ込めることができ、閉じ込

め機能を監視できる設計とすろたを監視できる設計とする。
め、発電用原子炉施般の安全性に
影響を及ぼさない。

【なし

・ MSF-24P

めた用キャス
ク周囲温度が、
45气コ(貯蔵屋
内で貯蔵する場
合)又は38气)
(屋外で貯す

る場合)以下で
あることの確認
・貯建屋内で

する場合に
おいて、貯蔵建
屋壁面1 度が
65气ユ以下である
こ占の認

0

.闡SF-24P をめたキャスク
周囲温度が、45ヤ(貯屋内で貯
蔵,る場合)又は38て(屋外で貯
する場合)以下であること.
・貯蔵建屋内で貯司、る場合におい
て、貯蔵建屋壁面温度が65ヤ以下で
あること.

此

0

0

(なし)

,'

、

0

、、

0

(型式証明申請の範囲外)

0

(型式証明申請の範囲外)
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NO

実用発電用原子炉及ぴその附属施設の位置、

二十 周辺にお'工

線等からの防護

タイトル

る 子炉 かの運において発は、設。

びスカイシャイン線による工場等周辺の空問線量率が十分に低減できるもの
でなければならない。

カ、らの

従事者の防護

造及び設備の基世に関する規則

想定する型式証明審査の適用条文

を止る必、更"るによるは、

合には、歌に掲げるものでなければならない。
放射線業務従事者(実用炉規則第二条第三項第ヒ号に規定する放射線業務

従事者をいう,以下同じ。)が業務に従事する場所における放射線量を低減
できるものとすること。

設置許可準規則に対する型式証明での確認事項と設置許可時の確認事項の整理(5/5〕
型式証明・設砥許可申請区分

酘厩許可時の
設置許可範囲型式証明範囲 審査事項

用キ十スクに縦き縦置き縦き縦き
関する確認事項Φ ②②①

即)

" の

て、迅速な対応をするために必要な

量
凪許可

には、 か2工

設を設けなければならない.

理に必奥な設には、3

情報を伝連,る必要がある場所に表示できる設
殴る.)を設けなけれぱならない.

量る工周辺の
として示干

ヒ及よ

作ができるものと→、ること.

0 0

工場等周辺の空
問線量率評価条
件となる兼用
キャスク線量当
量率が型式証明
申請に記載さ
れる条件と同一
又は包絡されて
いることの認

を

0

特定機器の安全設計に
関する説明嘗(添付書類一)

運にいて発MSF-24P は、

司用原子炉施設からの直接線及ぴス
カイシャイン線による工場等周辺の
空問線岳率が十分に低減できるよ
う、通常貯時のMSF-24P型表面の線
量当量率を2msv/h 以下とし、かつ、
MSF-24P型表面からlm 離れた位置に
おける線量当量率を100μSV/h 以下
となる設計とする

る」め、

にネ,、

子炉制その
(安設に属するものに

0

4P

0

の'

、0)

特定機器を使用することにより発
電用原子炉施設に及ぼす影響に関

する説明書(添付杏類二)

については、の

式証明申請の範囲外とする。

放射線業務従事
者の従事場所に
おける放射線量
評価条件となる
兼用キ十スク線
量当量率が型式
鉦明申請書に記
載される条件と
同又は包絡さ
れていろことの
確認

0

証

0

にお1 る

力MSF-24P は、

務に従事する揚所における放射線量
を低減できるよう、通常貯時の
制SF-24P型表面の線量当量率を2■SV/h
以下とし、かつ、 MSF-24P型表面から
1"陵れた位皿における線量当量率を
100μSV/h 以下となる設計とする,

記
口の

用キャスクを用キ〒スク貯蔵施
設にて使用する場合確認しなけれぼ

ならない事項

'る 用キャスク

力 に

る場所における放射線岳の評価に
つぃては、型式証明申詰の範囲外
とする.

工場等周辺の空問線丑率評仙条件と
なる兼用キ、スク線量当量牟が型式
証明申勧書に記載される条件同
又は包絡されいる'と

(P.32~P.34して、 MSF-24P の

放射線業務従事者0 従亦場所におけ
る放射線岳評価条件ιなる兼用Aキ
式ク線量当岳率が型式証明申請杏ι」

る条件と同又は包絡女オ載气オ
といる

か Im れこ

(型式証明申の範囲外)

(型式証明申の範囲外)

の

(型式証明申諦の範囲外)

果をインターフェース



【確認内容】2.1 皿界防止巌能

以下を鈷まえ醜界防止設計が妥当であるーと1暑査における確認事項】

D 配置・形状ι審査に●ける確毘事

(D 殴計上想窒される状態にあいて、使用済燃劇が邑兼用キャユクの配恒.パスケットの形状、パスケット格子内の使用済燃料集合体の毘贋写においτ.遍切な安全裕屋を考庫,るとともに、設計貯董
期間を通じてパスケウトの追全性が雛持されること界に遁サる射モれがないこと.

(2)兼用キやスクの血界防止櫛舵をパスケットで担保兼用キやスクが滑動する可能性があろ場合は、吊動等による兼用キャスクの配電の慶化に伴う中性子実効増倍率の増加にっいても遍切に考卑するこ
してぃる合け、設計上想定される状鯉において、パと

スケットが邸界訪止上有章な変影を起こさないこと

原子力魔電所敷地内での執送.貯雇鍍用乾式キ十スクによる使用済燃料の貯雇に関,る春査ガイト

【確認内容】22 遮聶能

以下を詰まえ遮蔽般計が妥当であるーと{審責におけ乙確認事項】

(1)設計上想定される状雌にあいて、使用済燃阜1か'コ D 使用済燃料の赦射録源強屋評価
使用済燃料の敢射縁長強度1=、検証され'用性が確記された燃煉計コードを使用して求めること.享た、燃刺型式.燃煉度、凌縮度、冷却年致等の赦射縁に対して遍切な遮旺楓能を有すること

(2)通常貯詩の兼用キ〒スク墨面の鯨量当量率をを条件とし、捜極の生成及び崩壌を計て求めること
2msv h 以下とし、かつ、兼用キャスク表面から lm

2)兼用キ十スウの遮蔽慢能評価
睦れ大位冒にオ,ける紳盟当量率を 10OPSY/h以下とす

..兼用キャスウからの線量当量牢け、兼用キ十スクの実形状を適切にモデル化L、及ぴD で求めた赦射線源弛度に茎づき、検証され轟用性が確認
ること.

された遮蔽解斬コド及び断面頓ライプワり(以下 1遮蔽鯛析コド等」と紀称すろ.)を使用1て栄める〒と.モの際設計貯蔵期問中の兼用
B)通常貯蔵畴の直攘繍及びスカイノ十イン縁に'ハ

キャスウのガンマ縁遮蔽材及び中性チ4薮判の熱劣化による遮蔽撮能の低下を考慮すること
鳳子力宛電所勲地内の他の姥設かゆのガンマ抹と

b 兼用キースク異面の隷量当量畢を 2msYh 以下とし.かウ、兼用キ十スク壷面か,コ1m赴れた位匿における縁量当量畢を 100"Sりノh以下とするALARA の考え方の下、敷地境界において実効縁量で

50μSーノγ以下とな二'とを目標{、鯨量隈度こと.
UmsY/)を+分下回る水卓とすること 3)敷地境界に土ける実効練量評価
(4)貯蔵建星等の損傷ι、よりモの遮蔽機能が葛L(低 1 直養紳及びユカイシャイン諌の評価

限 Q S/)を超ナレこととを遍切に考慮した上で、通常貯尿時の直接縁及びスカ'シ中イノ隷(ガンマ縁及び中性子)による実効縁量にウ、て評価こ.

唖子力発電所敷地内での輪送.貯意兼用キャスクによる使用済燃料の貯蔵に関する審査ガイドに対する型式証明での確認事項と般置許可時の確認項の整理(ν刀

2)中性チ吸収材の効果

中性子吸収材の効果に閏Lて、以下について'切な安全裕度を考血すること

翼.製造主差(迫度、非均質性、寸法等〕

b中性子吸収に伴う原融密度の減少

3)減連材(水〕の影唇

使用済燃刺を兼用キやスクに収勣する際、当該使用済燃斜が冠水すろことを、設計上●切に考慮,る;と

4)検証され遍用性が確認された血界解析コード及びデータライプラリを使用すること

5)般計上イスケットの窒性畜形が岨定される場合は、塑性窒形したパスケヴトの彫状及び使用済燃斜の状雌を考庫Lても未巨界が維拷されるこ
と

ι3.4.5.6.29

条)

ソユタム

兼用キ十スクの遮蔽轍焼データ又け兼用キキスク表面か' 1m廼れ大位冒に才」けろ線豊当量率が1001'Sートとなるよう放射錬源彊度を規格化1,たも
のを用いること.ここで、赦射縁河彊度を規格化しτ用いる場合12、中性于100%又1ユガソマ縁 100弧の、ずれか保守的な鎌量評価と,ること.ま
た、中性子及びガンマ隷の表面エネルギスペクトル1ネ、保守的な隷量評価とむるものを使用すること

竣置きΦ縦置き⑦

①遮蔽解折コード拝

検証され適用性が確認された遮蔽辨析コド等を使用すること.なお、モン丁カルロニドを用いる嶋合け、相互遮蔽効果、ストリーミング及びコ
ノクリート深層遺過の領点か"検柾され連用性が確記されたものであること

4 通常貯蔵時の課

通常貯叢時の直接線及びユカイシ¥イン線に0いて、煩子力発電所敷地内の他の施設からのガンマ紳と兼用キ〒スクからの中性子及ぴガンマ抹とを
し、 ALARAの毒え方の下、敷地填界にあいτ実効線量で50"Sりノγ以下となろことを目標に、隷豊限度(1msu/y)を十分下回る水準とすろこ

MSF.24P型の貯蔵飽設への搬入から搬由までの乾燥状鯵、及びMSF・24P型に使用済燃料集合
体を収劫する催の冠水状麟において、技術的に想定されるいかなる場合でも、昇を防止サる詮
計とする

設計貯赴朗問を通じてパスケソトの健全性が縫持される般計とする

序界評価でけ、 MSF、2●P型が無隈に配列Lた体系(完全反射)とすろ.これにより、 MSF
2'P型の滑動を毒慮Lても、 MSF・2'P型の配電制霞け必要な、

中性子吸収材は、製作公差を考慮し、安全裕度を置保する設計とすろ.中性子吸収材中の1三う
素の均質性1ユ製造督理により担保し、1季う素添加量は仕様上の下段値と,る.実効増倍牢が塁も
大きくなる寸法とLT、直界防止臓能を確認する

中性チ吸収材中のほ5素の設計貯寂期間中の減損割合は視できるほど小さため、腐界防止楓
能への影 1才ない

MSF、24P型型式証明での宴査更囲

説明事項

と

なあ、兼用キースウ以外の廃於の纏量は、既評価の空気力ーマ(GγノY)を実効鹸量(SYY)へ換算し、又1=新たに実効繰量(S、ノγ)を評価するも
のとサる.換算に当たウτけ.係数を1とすること

4〕応急復日

貯算を般田する場合は、貯最建星等の損傷によりモの返奄撤能が薯Lく低下した場合にあいても、必に叱じて土貴による遮慨の迅加等の適
切な手段による彪急復旧を行うことにより、工嶋評周辺の実効線量が敷地全体で線量限度 nmsゞノγ〕を超えないこと.この場合において.応急復
旧による遮蔽楓彬の回復を朔待,る場合には、千の実憶に係ろ体制を適切に整偽すること

想定される景も厳Lい状態(冠水状態)にオ」いτも目界に連しない設計とすろ

検証され遍用性が確認された血界解析コード(SCALモコードシステム)及びデータライプラリ(なし)
(ENDF/B.V"に茎dく252斜断面頓ライプラリ)を^する

MSF.2'P型は.9m落下に削いτもパスケットに盟性寳形が生じない霞計としており.違常畭(なし)
迭時及び通常に取リ撮う状態においてパスケットに塑性変形け生じない.また、設計上考慮オペ
さ自然現象にお、、ても、パスケノトに塑性変形が生じない般計とする

検証され遡用性が硫認された燃燐計算コード(ORIGEN2コード)を使用L、収訥サる燃料の(なし)
仕嘩を甚に核重の生成及び崩壊による鯨源物度を計する

設置許可時の審豊・確認事項

MSF.24P型の実形状を豊切にモデル化し、 Dで求めた線源弥廣を条件として、検証され"用性(なし)
が確認された遮蔽解析コドΦOT35及びMCNP5)及び断面頓ライプラリ(MTXSLIBJ
331D0乃 5】及ぴMCPLIB84/FSXUB、」3引MCNP51)を使用する.中性子遮蔽材け設計貯蔵朗間
中の熱的影窄による質量減損(2.5%減損〕を考鳳オる

(なし)

MSF.24P型異面の縁量当量率を 2msw/h以下

における縁当量率を 100"S¥ノ"以下とする

(なし)

封象

条文

(型貢旺明卑鯖の範囲外)

16条

(なし)

匝式証明中の範佃外)

寮MSF2●P型の遮恢●デー虫として、 MSF24P型の轟匪,らlm霞れた位置における隷量告量

宰チータを示サ.

かっ、 MSF.24P型の豪面"、.コ1m蛙れた位置(なし)

偲式証明中請の範囲外)

16婁

(型式旺明中請の鮑外)

16条

16条

4.5.6条

(匝式狂明中鵡の範外)

16棄

16条

{MSF.2'P型の隷暈当量率1、茎dき

通素貯蔵陪の直擡縁及びスカイシーイン

縁による敷地墳界の諌量霞度を滑足,る

こと

16条

{29条j

{貯蔵建足等の掛停評価を行い、遮蔽橡

能が低下する場合にけ適切な手段によろ

応急復旧把電が講じられること.)



23 除軸擾能

【客査におけろ確認事項】

(D 設計上想定される状態にあて、使用済燃料の

崩堺熱を追切に除去することができること.

庫子力発電所敷地内での妹送.貯蘆躯用乾式キ、スクによる使用詰燃料の貯蔵に関する査ガイト

【確認内客】

以下を路まえ除熱段計が妥当であろこと.

1)使用済燃料の崩堰熱評価

使用済燃料の崩壊献は、検証され遍用性が確認された燃焼計算コードを使用して求めること.また、燃料型式、燃料体の実形状.燃焼度、●縮度
冷即年数等を条件として計卸Lた檀種の生成及び崩壊から尭熱量としτ求めること.

2)兼用キ十スウ書郎の温廣評価

..兼用キ十スウの各郁の温度け、検証され点用性が確認された伝熱解析コドを使用して求めること.また、使用済燃料の崩壊熱、外部かわの入熱
及び舞用キ十スク周囲の温屋を条件とし、及び兼用キ十スウの実形状を●切にモデル化すること.

原子力発電所敷地内での輪送.貯亙兼用キャスクによる使用済燃斜の貯蔵に関する査ガイドに対する型式証明での確認事項と設置許可時の確認項の竪理(2/フ)

貯麗蓮を設置する場合であうて、放水による冷却等応急復旧による除熱提能の回復を靖待,るときに11、モの実詫に係る休制を遍切1」整償サ
ること.

【確認内客】24閉じ込め機能

n)畏期間ι、わiワて閉{.込め機能を敏持する観点から、耐熱性、耐食性等を有し耐久性の高い金属ガスケウト等のシルを採用,るとともし、1審査における確認事項1

(D 殺計上旭定される状態に'」いて、兼用キ十スクが毒部を灸董と二次董の_重とし、次董と二貞藍との間の圧力(以下「間圧力」と、、う.)を監視することにより、靈郁が有オる閉じ込め嶋能
内包する放射性物貿を連切に閉υ込めることができるを監視できること.

(2)兼用キ〒スウの内都の赦射性物質が外郎へ漏え、、し左いよう、設計貯蔵崩間中、兼用キ〒スウ内郁の負圧を雑持できろ;と.こと.

(2)臣封墳界郁け、股計上旭定される衝撃力1、対L (3)密封境界部の淵えい畢は、(2)を調たすものであること.また、使用する金屑ガスケノト尊のシルの性能は、当該高えい率以下で高ろこ
と.て.お事むね弾性範囲内にとどまろこと.

(3)閉υ込め楓能の異常に対Lτモの修復性が考(4)閉じ込め能評価でけ.密封境界部の凋えい畢が.設計貯蔵期間、内部初期圧力及び自由空間客強(兼用キ〒スウ内部客犢から収勧物及ぴパ
スケブトを黙じ大容枝をいコ.)、初瑚の査問圧力及び吾間の客犢.且度等を条件として、遍切な評価式を用いて求め"れて、、ること.庫されていろこと.

(5)兼用キャスクの衝突評価

1)兼用キキスウを床等1、固定せず設置するとき

D 旺割モドの般定

兼用キやスウを縦首き又は横電きにした貯蔵状態で第6m亀量力(設電許司茎準規則第4条第6項に規定する地震力をいう.以下同υ.)を入力
し、兼用キ十スクの駈制、用キャスウ向士の笥突及び兼用キャスウと周辺篇設との衝虞のうち.設計上知定するものを設定すろこと.

b 安全能及ぴ兼用キャスクの栂造強屋を雛特する観点から、.で求めた■度は、般計上想定される状態において、井用キャスウの娠成郁材が全
性を保っ範囲に収まること、ここで、「健全性を保っ範囲」とけ、兼用キ〒スウの各郁の安全撮能を雑持する講造健全性及び性能を雑持できる且度
の節囲を、、う.

3)燃朝敏夏督の温度評価

a.燃料敏厘管の温度1才、検証され'用性が確露された伝熱解析コードを使用して求めろこと.また、 1)

た兼用キ十スウの各都の温度を条件とし、使用済燃料集合体、パスケット等の実形状を適仞にモデル化,

b 燃斜被管のウリプ破損及び幟械的特性の低下を防止,ろ観点"、、急.で求めた温度は、般計上想定

まる,とーーで制額されろ節囲」と11、燃剥敏桓管の幌造健全性を雑持でき乙温度の範囲をいう.

4 貯趣厘の除熱評価

貯蔵趣岳を殿醒する場合1=、兼用キ¥スクの除熱楓能モ阻害Lないこと.また、貯蔵建屋の給排気口は楓雪等により朗声Lないこと.

^^^

力茅用キ十スウの衝実評価

①で抽出した駈倒等による茅用キ十スウへの衝冥荷重に封して密封境界部が謝おむわ列性範囲内で畠ること.この際「4.31地Rに対する設計方
針」を参考にしていること.

2)貯蔵趣里等を於置するとき

1 貯蔵建星等の損壤モードの霞定

損壌モードに応じた衝実物又は落下物を抽出L、モのうち用キャユウの閉じ込め機能に及ぽ,影が畢大であるものを般定すること.

検証され辿用性が確認された燃焼計コーF (0剛GEN2)を恒用L、収劫する燃刺の仕榛を
茎に核極の生成及び崩壤による発熱量を求める.

M$F'24P型型式証明での審峯艶囲

説明事項

検証され遍用性が確認された伝熱解析之ード(ABAQUS)を使用する.また、崩壕熱、外昂力
わの入熱及びMSF.24P型円囲の呂度を条件とし、 M$F.24P型の実形状を週切1、モデル化オる段
計とオる.

兼用キャスウの衝突詳価

1で抽出した衝突物又は冨下物による兼用キ十スクへの衝実有重に封して、密封境界部がおおむね弾性範囲内であること.

3 使用済燃料の再敢出性の評価

ヨ.兼用キやスクに収劫される使用済燃斜を敢り出,ために、次蓋及び二次藍が開放できること.

b.使用済燃料の燃料ぺレットが燃料被覆管か"脱落せず、かっ、使用済燃料集合体の過度な慶形を生Cないこと.

(6)閉じ込め機能の異常に対し、遇切な朗問内で使用済燃料の取出しや誌鵠え及び使用済燃料貯蔵槽への移送を行うこと、これらの実発に係る体
制を適切に整備すること等、閉じ込め搾能の惨復性に関Lて考庫がむされていること.

.で求めた呂度がM$F、24P型の柵成郁材が健全性を保う囲に収まる設計とする.

検証され適用性が確認され大伝熱解析コード(貞BAQUS)を使用する.また、 D で求めた使
用済燃斜の崩壤熱と、2)で求め大兼用キ〒スク各部の■度を条件とし、使用済燃斜焦合体、パ
スケット等の実形状を遍切にモデル化すろ.

..で求めた追度が制段されろ範囲に収まろ設計と,ろ.

(聖式証明中酋の範囲外)

設皿許可時の審宣・確認事項

金属ガスケソト製のシルを拝用するとともに、蓋郁を曳蓋と次蓋の重とし、次蓋と(なし)
二次至との局の圧力(蚕間圧力)を監視することにより、董部が有する閉じ込め機能を監視でき
る霞計とする.

(なし)設計貯蔵期問中.兼用キ〒スク内郎の負圧を雑持できる設計とする.
(なD密封頃界部は、叢計貯履期聞中、兼用キやスク内部の負圧を雌持できる淵えい率を渦足オるも

のとして、使用する金属ガスケットのシール性能は.当該凋えい畢以下とする設計と,る.

設計貯期間、内部初朗圧力及び自由空間容稜、初崩の亘間圧力及び蓋間の客檀、'塵等を条(なし)
件として、週切な畔価式を用いτ密封墳界部の淳えい牢を求める.

(なし)

MSF.24P型のm囲温度が、貯建艮

内で貯蔵すろ場合仕、 45'C以下、艮外で

貯する^け、38'C以下であること.

貯蔵趣厘内で貯蔵する嶋合は.貯叢遼

屋の壁面温度"t65'C以下であること.

対象

県文

(及び縦電さΦ)

MSF.24P型は、兼用キャスク告示に定める地震力に

董部の金填郎への衝空が生じむい設田方法により貯蔵す

リ閉じ込め椴能が損なわれろことけな、、.

(綾電き⑦)

に固定オる霞冒方法に用いる貯蔵架台け、葺用キ十スク告示に定める地賃力に対Lてお

あむね弾性状鯲となる般計とオるためMSF.24型は賑倒しない.したがうて、朗じ込め楓能撮能
が損なわれることはなし、.

(なし)

(なし)

16条

(なし)

(貯竃墫尊の揖造物を設ける場合、兼

用キキスク除"靴能を阻害しないこと

給排気口閉塞がないこと、貯蔵建虚等の

倒壌を旭定する場合には適切な応急復旧

等を整偏オろこと.)

MSF、24P型の貯歳乾霞は.地賢により圏辺施般等の損煩を想定サる.損埋により生じる想定事貯蔵施設内の感定事卑が、型式旺明での

象(MSF.24P型の埋没、 MSF.24P型への重物落下及びMSF.24P型の落下・転倒)に対Lて波波及的影春評価条件に包絡されているこ
及的影許価条件の艶囲ではMSF、2ιP型の閉じ込め慢能が損なわれず、また、使用済燃料の尊取と.
出性に問踊ない.

16条

416条

16条

【6

16条1

(型式註明中の範圃外)

16条

16条

16条

(閉じ込め捜能の異常に対する俸復性に

関しτ考慮されτいること.



原子力完所敷地内での軸送.貯蔵兼用乾式キ十スクによる使用詩燃料の貯窯に関,る査ガート
縦置きΦ縦置き●

3 自然現叡等に対すろ兼用キャスウ貯鮭詫般の設計の茎本方針

【確認内容】{宴査における確認軍】

(D 兼用キ十スウの安全帳能の妄失及びモれに鉦く(D 兼用キ¥スク貯無設のうち、兼用キ〒スウは以下の(3)に示す自然現象に対しτ安全機能を雑持すろ必要が●る施設として区分され、及ぴ
0

公衆への放射鯨による彰を紡止する観貞から、原則田辺施設慥一般産業施設や公衆施設と伺等の安全性が蔓求される腔設としτ区分されていること
として、兼用キャユウ1ユ第6項地貴力に対Lて安全機

(2)屑辺施般としτ、兼用キ十スウの支持郁、計叢般僖、ウレーン類にれら1才「幟砦・配管黒」に分瓢される.)、貯蔵建座等及び茶礎が週切能を維持する必要が新る施設として区分され、佃辺諸

般は一般産業詫般や公衆躯設と同等の安全性が要求さに位凪付け町れていろこと
れる施霞として区分されτいること

(3)兼用キ十ユウ及び周辺鮪設の設計、評価の位屋付け及び評価の対食となろ自然現叡にっいτ以下のように豊埋Lていること.なお、他の自継
(2)兼用キ十ユク及び周辺施霞は.兼用キ〒ユウの

能すためにこれ、が担保すぺき換能1.現亀等にっいて壮、閏連する実用尭量用原子炉庫設に係るガイFを6害仁L、適切'評価"'しれてしるこ
MSF、24P型1工 1のサイトに依存しない1)兼用キ¥スウ

彪じた設計が行われていること
適用し、安全楓能が鮭持されろ設計とする兼用キャスウ巨、その堅牢性を鈷まえ、以下の①又は②のいずれかに対して安全撮能が睦持される般計であること

1 サイトに伎存Lない一徐の値であり、兼用キ〒スク告示で定める地震力、津渡及び竜巻
0

設許可茎準規則の鯛釈別記4を春考にしていること

サイト固有の蔓卓地貫動、茎準滝渡及び茎卓電症

設皿許司茎牟親剖の解駅冨3条~銅5条(別記1~3)及ぴ第6条並びに闘運するガイドを参考にしていること

2)周辺鞄設

価式柾勝申誇の範外)兼用キ,スウは.モれ自体で安全棲を綻持することを茎本とオることから、周辺詫霞(支拷郁、計蕪般儒.クレーン類、貯趣厘等及ぴ甚礎)1'
一般産業焦鮫や公衆施設と問等の安全性が要求される施設とすること

兼用キャスクの142考庫する自然現訣等の般定方針」に示す自献現象等に封すろ設計の茎本方針の妥当性を確認すろ.また.工車計西認可に俳る冨査にオ」いてけ.モの詳紀の妥当性を確認する
MSF.24P型は、以下のとおり安全機栃を雑拷,る股針と,ろι確認内客】

兼用キャスクは、モの堅牢性を艶まえ、 42考庫する自然現象等の般定方針」に示す各事訣に対Lて、'3考慮すろ自然現叡等に対する設計方
針」に示す方針により安全機能を雛持,る設計が行われていろこと

4 自熱現象等に対する兼用=¥スクの股計

設冒(変更)許可に係ろ富晝においτけ

4.1設計方針

【害査にあける確認事項】

兼用キャユウ1オ、 1a2 考庫する自然現象等の般定方

針」ι、示す自然現象等にヌ」1,て、 14.3宅慮する自熱現

叡尋に対オる霞計方針」に示す方針によ1安全犠能を
、ー

42考慮する自熱現象辱の設定方針

毒慮する自抗現象等について、以下のとあι定めてし

ることを確認する.

42.1地窒

【害査に才」けろ確認車項】

竿6項地震力を連用Lτいること

原子力発電所敷地内での輪送.貯鳳用キャスクによる使用済燃料の貯蔵に関する査ガイドに対する型式証明での確認事項と設許可時の確認項の整理G/フ)

MSF.2aP型型式証明での春宣範四

鋭明事項

5条
422津波

【客壹に■けろ確記事項】

設贋許可茎牟規則鋪5条第2項に規定する津波による

作用力を遍用Lていること

1確認内客】

(D 霞伍許可莫皐規刑の解釈別記4筑4条第3mに茎ヴき、弟6珊地重力を定めていろこと

(2)飾6項地費力としτ、以下のいずれかを遍用していること

D兼用キャスク告示で定める地兵力

地力を卸出する大め1、必要な加連度及び淳序け以下のとオ,リ

速度'水羊 20ocm/3 及び鉛直 140cm/,・加逹度水平 230OG.1及び鉛直 160OG.1

⑦蔓準地翼動1、よる地貴力

解戲茎盤慶面か"兼用キャスク設電位凪までの地震'の伝特性を癌切ι、毒慮するとともに、必要に応じτ地盤の非尊形ヰ筈に関する動的慶形特性

{確認内客】

(D 設置許可蔓凖規則の規駅別記4第5条凱1項及び繁2項に茎dき.茅用キ十スウ告示で定める津波又け茎準津凌を定めτいること

【2)般置許可茎率規則竿5条築2 に規定する津渡として、以下のいずれかを通用Lていること

①兼用キャスク告示で定める津波による作用力

茅用キ〒スクの般伍位厩への津aの遡上を前提とし.芽用キャスウに作用する津'荷茸として、戚力及び凍轟物衝突有重を考卑する.これ"を算出
,るために"要な浸水深、流連及び潭瀛物質量は以下のとおり

10ot浸水深 10m、・流連 20m/3、・源流物質

の茎準津aによる作用力

許可基牟規則の解駅別記3に茎ガく基本津叢を用いた津苫伝播解析及ぴ舶上駕析により兼用キ十スウへのスカ津漉を評価する
【確詑内容】

(1)設皿許司茎牟規則第6条第4瑪に規定する兼用キ十スウ告示で定めろ竜寺として、般盟許司茎牟規則の解駅別記4第6条第2項第1号に茎ヴ
設計竜巻(頂子力尭電所の竜巻影評価ガイド 11.4用語の定最」に机定すろ設計竜巻」をいう.以下同じ.〕の羅大風遠を以下のとあリ定

.般計荷重を設定しτいろこと

・蟲六風連 10om =

(2)般計荷重の殴定に用いる叢計飛寮物は、原子力発電所の巻影響評価ガイド解説異4」に芸dき、兼用キやスクに与える影春が景大となるも
のを選定てしるーと

【確認内容】

(D 般許0茎皐規則の解釈別記4第6条第2填銅2号及び同条鋪3堰に茎dき、森躰火災、爆発及び人為による火災(隣接する'瑚等の火災を
いう.以伺じ.を選定1ているーと

(2)モの他の外部魚のうち、 Q で週定Lた象以外の象にっいては、以下のとおりとする

①火山立地評価

新規削茎牟(竿成25年7月及び同年12月の改正原子炉等規制法の飽行に伴い改正された規則等をい5.以下同じ.)への適合性宴晝を軽ていな
い発電用原子炉蛯設に郵いて、新規制茎串の能行時に厩に存在Lていた使用済燃刺を使用済燃斜貯蔵槽から兼用キャスクに移L脊えることけ、諸設
の睦特.管理上の安全性を高めるものであり、当該拶瞥えのための兼用キャスク設置に係る設冒変亜許可に当たって慥、火山の立地評価ぱ不要とす

②①以外の外郁事訣(火山灰層厚、犢雪、落冒等)

用キ十スウ告示で定める地震力等に封する安全椴能の鯉持を京めることを畠まえると.①以外の外部事象け兼用キ十スウの安全帳能を損なわせる

4.23 竜巻

【響窒に削ける確記事項】

設盟許可甚準規剣禦6条第4項ι、規定する母春による

作用力を轟用していろこと

4.2.4 モの他の外部事象

【喜査ι、島ける確認事項】

設橿許可茎卓規剖毎6条第4堪及び弟6項に規定する

外部事象を適用していろこと

大貯建施設での蝕計飛寮物が型弐註明での

設計飛寮物条件に包絡されること

(翫林火災、爆晃及び人身による火災を

選定すること.)

(なし)

(綾電き②〕用)け、地貫('条)、津MSF"24P型及び貯蔵架台

波(5条)、外部からの衝撃(6条)に封して安全桜能を損なわない施設として.安全重要度をP
S 2にづ十頬する

(型式証明申鵡の範囲外)

D 及ぴ2)に示すとオリの設計とする

6条

6条

(6条〕

6条

27

兼用キ〒スク告示で定める地愛力、津波及び竜巻を(なし)

設許可時の責・確認事項

(なし)

2 1の蕪用キ十スク告示で定めろ地力を適用,ろ

(周辺施般が週切に位匿付けられている

こと.)

対叡

牟文

12条

(2)①の兼用キ小スク告示で定める津減による作用力を遍用する

(周辺誇設が般童業施設や公衆施霞と

問の安全性が京される蛯般とするこ

と.)

(12条)

(なし)

4.5.6条

般針竜赤の畢大風連として、 10om/3を遍用オる

庫子力晃斯の電巻影"価ガイド解説表4.1の飛集物のうちMSF・24P型に与える影が

となるものを設計飛宗甥として選定する

(4条)

(なし)

(型式証明中の範囲外)

4.5.6条

MSF.24P型け、畑定されろ自然現章(地震.津波、竜巻及び嚢材火災を験く)が尭生Lた嶋

合にあし、ても安全糎能症損なわな、、設計とオる

(楽{の②の外郁事象に対すろ個別の説粥け実諸Lない.)

(なし)

4条

(なし)



【確認内客】'3考慮すろ自然現象等に対する設計方針

兼用キ十ユウの評価は、以Tによること.(別豊中 1 用キャスク本体評価」圏)'.31地盆ι、封する設方針

a)兼用キ十スクは、第6項地震力の作用に封する評価が行われてぃること.た雌L、輸送荷姿によリ設電する場合は篤6項地屡力にようて安全4311茎本方計

糎能が損なわれるおモれがないこととし、翰送柘婁以外の用キャスウを茎豊畔に固定せず、かう、堤衝体の装着等によリ兼用キャスク董郁が金属1宴査における確認事】

U 兼用キ〒スウは、ι21地震」に示す露6項地部へ衝突しない方法により般する場合仕鎗6項地盆力による兼用キ十スク蓋部の金底郎への衝突に対してモの安全轍能が損なわれろおモれ"な{
こととする力に刈して安全桜能が雑持されると

(2)輸送荷姿により設■する場合け第6項地空力に

よ.て安全能が損むわれる郭モれがないこととし

輸送荷杢以外の兼用キャスクを茎礎響に周定せず、か

.綬衝体の装等により茅用キャスク蓋蔀が金属部

へ衝突しない方法により般置する場合は第6 地買力

による用キャスウ丑郁の金鼠部への衝突に対してモ

の安全検能が損なわれるおモれがないこととオる

鳳干力発所敷地内での軸送.許蔵賊用覧式キ、スクによろ使用済燃料の貯雇に関ナる春宣ガイト

(2)兼用キ十スウを茎礎等に価定しない場合.兼用キやユウの叢恒方法に応じた填界条件が設定されていること.当該墳界条件において、兼用
キャスク告示集1条に定める加連匿による地貴力又け甚皐地震動による地貴力に封して安全楓倭が維持される般計で島ること.特に.藍慨の金属部
への価突が生じる設置方注であろときけ、当該衝突に対して安全帳焼が雑持されろ設計であること

(3)兼用キ¥スウを茎礎等に固定,る場合、兼用キ十スク告斥第1条1、定める加連度による地力又仕茎卓地量動による地震力に対して安全桂能
r 持されろ設計であること力

仏)蒙用キ十スクは、佃辺施設かしの波及的影響ι、よりてモの安全蝿能を扣なわないよラに設計する〒と.この波及的影響の許価に当たって
敷地全体を倍殴した調室検討の内容等を含めて.事象選定及び影●評価の結果の妥当性を示すとともに、系6項地璽力を'用,ること.ま
上記の「葺用キ小スクが、屑辺飽設かウの渡及的影容によ0て、モの安全能を損なわない」を滑たすために、少な(とも次に示す峯項にっい
兼用キャスウの安全能への影がないことを確認,ること

D設醒地盤及び地量此筈性状の相等に鵡図する相対交位又け不等沈下による影響

原子力発電所敷地内での輸送.貯蔵用キャスウによる使用済燃料の貯蔵に園する暑査ガイドに対する型式証明での確認項と設許可時の確認事項の整理【4ノ刀

(なし)

4312有重及び斉重の絶合せ

【審査における確認車m】

兼用キ十スクに作用オろ地賃力と地震力以外の荷重重

遍切に組み合わせτいろこと

2】兼用キ叩スク間の相互影毛

引兼用キャスクと周辺詫鮫との相互影響(周辺施設の損偽、転倒.嘉下等によろ兼用キ〒スクへの影を含む.)

4313許客限界

【害査における確記事項1

兼用キャスウの般方法に応υて、安全上遅切と認め

られろ塊格等に基ヴき許客霞界を般定Lτいること

(5)兼用キースクの霞置位置周辺の剰面が兼用キャスクの安全歳陵に影専を及住す可能性についてけ、「茎礎地壁及び局辺斜面の安定性評価に係
査ガイド」を参考に必な離隔の有無等によ0て判断するとともに、必興な陵応が確保されない場合け、当該劇面の安定性を評価しているこ
斜面の安定性評価に当たウては、「6 地盤及びm辺斜面の安定性評価」を6毒にしていること

1確認内容】

(D 禰重及び宿重の岨合せの毒え方が、以下を艶まえ妥当であること

D 地震力以外の荷重

兼用キャスクに作用すろ地力以外の荷重け、安全上遍切と認めbれろ規抱等に茎ガいて、貯蔵時に想宇されろ荷量を考慮していろこと
2〕荷重の朝合せ

兼用キャスウにウいτ、耐貫性評価を行う際、JEAGa601等の安全上遍切と認め"れる規格舞を"考に、兼用キやスクの設檀方法に応じて、煮用

キ、,スクに作用する地賢力と地震力以外の荷負を組み合わせていること
(2)般計上、駈捌等を忽定する場合ι=.これらによる喬重と問時に想定されるモの他の荷重とを組み合わせた坪価を行っていること

【確認内容】

許客霞界の設定が、以下を詰まえ妥当であること

1)兼用キ〒スクの許客触界け、安全上邊切と認められる規略等に茎づき設定すろこと.加えて、兼用キ〒スクの閉じ込め桟蛯及び直界防止憾枕1」
間しτけ以下のとありと,ろこと

.密封境界郁が.おむね弾性範囲内となろ許客段界としていること

b.兼用キ十スクの匪界防止機能をパスケプトで担保している場合、パスケットが巨界肪止上有煮な寮形を起こさない許容霞界としている'と

【確記内容】

n)静的解析及び地震応莟解析に用いる解折モデル及び鯛析手法1オ、JEAG46帆の規定を6考に霞定Lていること
4.314 静的解斬及ぴ地空応答解析

1響査における確認事項】

a)第6 地雲力による豪用キャスクの安全機能の

評価に際しては、用キ〒スウの設田方主に応υて

齢的解析又は地震応答解析を行うていること

(2)兼用キャスクの峅的解析及び地貫比答解析にお

いてけ、設檀方法及び遍用する地空力の糧畑に此じ

、逼切な解析モデル及び解析手法を設定1,ているこ

(3)地震1古答解析を行う場合1=、兼用キ十スウの地

震応筈解析モデルへの入力地動け兼用キ〒スクの般

こ.づ していることの

4.3.15 耐賃性評価

【審査における確認事項】

(D 鰭6項地震力と地震力以外の荷重を組み合わ

、モの結果偶られる応力等が仏313討客段界」て

設定サる許客限界を超えていないこと

(2)密封墳界部以外の郁位12、(D の荷重により塑

性ひずみが生ずる場合であうても、モの量が小さなレ

ペルに留ま0て破断延性霞界に対Lて十分な余裕を有

すろこと

縦置きΦ炭置き働

(2)兼用キ甲スクの転倒与に伴う衝突解析を行ラ場合は、井用キースウ告示で定める地貴力又は兼用キャスウの設冒位電の地貴応吾に蔓づき、エ
ネルギー保存nl」等を用いることにより、衝突時の^を連切に定Lていろこと

0)静的解析において、蕪用キ〒スク告示で定めろ地量力を用いる場合の*平地力及ぴ飴直地力1、コいては、伺崎1、T利な方向の縮合せで柞
用させること

(d)スペクトルモーグル解折又は時劃歴応吾解析を用いる嶋合慥、入力地震力として、茎地賢動に茎づいて兼用キ十スクの般盟位電の般計用床
応吾スパクトル又は加達度時刻歴応害渡を算定していること

(5)茎牟地貫動によろ水平2方向及び鉛直方向の地震力によろ応力の組合せlt、各方向の入力地震動の位相特性並ぴに兼用キャスウの造及ぴ応
答特性に留章1{保守的な評価となる組合せ方法を週用すること.な●各方向の入力地動の位相特性及び兼用キキユウの叱答特性1、より、必要
に応じ、応答の闇跡性を考慮していること

【確記内容】

n)兼用キ十スウの耐貫性を評価オる上で"臭な箇所を評価対象郁位として選定ι,、安全上適切と認められる貌格等の投定を参考1-、当該評価対
象郁位の叱力評価及び疲労昇価を行0ていること

(2)兼用キキスクの耐震性評価において、地震力とモれ以外の荷重を粗み合わせ、モの結果暢られる応力等が「4313許容霞界」で蝕定する許容
般界を超えていないこと

G)密封境界蔀以外の部位は、(2)の荷亜により塑性ひずみが生ずる場合でありても、モの量が小さなレペルに留まワて破断腫性段界に対しτ+
分な余裕を有すること

(d)般計上、転倒等を想定する場合け、モの影響を考庫Lていること

(5〕兼用キャスクの血防止能をパスケットで担保しており、兼用キキスウの舷倒又1ネ衝突、貯蔵建屋の天井の落下等によりパスケツトに堕性
変形が生ずる場合は、パスケソトの彫状及び使用済燃料の状態を考慮しτも耒巨界が雑持されること

き及縦置毒①)袋衝体の共宕により董部の金属部への衝突が生じない霞匝方法

MSF、24P型璽郁の金属部への衝実に封Lて安全帳能が損なわれるおモれがない

蓋部の金鼠部への衝突が生じない設匿方法縦■き⑦)貯蔵架台による転樹紡止により
MSF.2'P型蓋部に金匡郁への衝突が生じ左いため安全犠能が損なわれるおモれがない

MSF・24P型型式証明での審査畳囲

説明車m

0

蓋郁の金属昂への衝突が生じない霞田方注設置方法(き及び製電き①)に応じた墳界条件
是設定し、兼用キギスウ告示第1条に定める地震力に対して安全凝が雑持される霞計とする

0

0

茎碍等に囲定する設冒方法(犀置き⑦)において、豪用キ¥スク告示凱1条に定める地震力に(なし〕
対して安全能が靴持される殴計とする

MSF.2'P型け 1)力ら3)に示,設計叢及的影評価条件1、おいて、安全能への影がな

い設計とする

貯赴能設でのMSF・2●P型の埋没宰が左地盤のオ等弍下によろ土砂埋没に対L、 MSF・24P型の埋没率が50%以下
記に包絡されること

(なし)兼用キャスウ相互衝突オる事象による安全能への影は、3)に包篇される

貯憲施設でのMSF・2"型の埋没率周辺施設の損壊により、メ下の条件に'いて想定される以下条件
量物弟Tエネルギー、落下高さ及び転倒貯蔵雌星損壊による瓦様埋及に封L、 MSF・24P型埋没率が50私以下

クレン又け貯蔵慮足梱壊による重量物落Tに対し、 MSF.24P型に落Tする重量物の落Tエネ落下高さが左記に包銘されること

ルギーが59冥10'Nm以下

クレーン扣壤によろ取量中のキ十スク落下に封L、 MSF、24P型に上郁及び下部鰻衝体を取付
けた状感で12、 MSF.2●P型の落下高さが9m以下、また、 M$F・24P型に上郎緩新体のみ取付けた
状態ι箪司き 1及ひ箪冒き(2のみ)では、 MSF・24P型の落下高さが2m以下

(縦匝き 1及ひ綬旧き(2のみ)ウレン損孃1、よる転倒及び地等の外部からの衝撃1 よる転
倒に対し. MSF.24P型の監側落下高さが2m以下

(なし)

(なし)

霞阻許可時の宣・確認事項

(なし)

(型式証明中の範囲外)

MSF.24P型に作用する地鍵力以外の荷重として貯鳳時に松定される荷を考慮し、JEAG●601

等を参考に、兼用キやスク1 作用すろ地震力と地震力以外の荷重を適切に組み合わせる

(なし〕

対象

条文

(封象外)

MSF.24P型の許客段界仕、 JE'G4601等に甚づき設定することとし.加えて、閉じ込め帳能及
び目界防止能に関して1才以下のとおりの設計とする

..密封境界郎がお'」むね弾性範囲内となろ許客限界とオろ

b 蒸用キキスクの宙界紡止能を担保すろパスケノトが目界防止上有章な慶形を起こさむい許客
霞界とする

0
解析及び地雲ヰ答餌析に用いる解析モデル及ぴ解析手庄は、JE'G4601を参考に蝕定,る

4非・

(封*外)

解析において、兼用キ¥スク告示で定める地曇力を用いる瑚合の水早地雲力及ぴ船直地雲力に
つぃては、問時に不利な方向の組合せで作用させる

3.4条

(対象外)

3.4条

〔設電位置周辺の斜面が兼用キャスウ安

全能への影を及ぱさないこと.)

(対叡外)

4条

'条

(なし〕

MSF.2'P型の削性を評価する上で"要な箇所を評価封叡都位として選定L、安全上適切と認
め"れる規格尋の規定を巻考に、当該評価対象部位の応力評価及び疲労詳価を行い、モの結暢
"れる応力等が許容限界を題えない般針とする

0

密封境界蔀以外の郎位は、(2)の有量により塑性ひずみが生ずろ場合でありても、モの量力
」、さなレペルに留主って破断証性段界に対して+分な余柑を有tろ般計とする

(対象外)

兼用キ¥スクの転倒又1才貯蔵捻屋の矢井の落下等にあいτもパスケツトに皿性賢形が生じない
霞計とする

(なし〕

(なし)

仏条

●条

(なし)

(なし)

(なし)

(なし)

(なし)

(なし)

0
0



r確認内容】43.2津波に封すろ設計方針

a)寮用キ十スク告示で定める津戚を遍用する場合け.津液が兼用キ¥スクの般置位置へ遡上サることを前提とした評価が行われていること4321基本方針

(2)庫波に対すろ評価1、際Lて1生、必纂に応じて 1基卓津渡及び耐津波股計方計に係ろ客査ガ'ド」及び耐滝渡設計に係ろ工認審査ガ'ドを1審査にあける確認事項】

兼用キやスウは、「422津波」に宗す津渡による作用参老にしτいる'と
1亀能内容1d.322 詮計・評価の方針

以下を詰まえナ・ものであるーと.まナ、、工事計西記可にあいτは、津渡荷重の設定、施霞の寸主.桝造及ぴ教度が蔓京事項に合サるものであるこ査における確認事

兼用キやスウに封する津渡の影については、兼用

キ十ユクの設方法に応じて週切な評価を実施L、津

波によろ作用力に対Lて兼用キ〒スウの安全楓能が雑

持される設計であろこと

庫子力発巨所敷地内での姑送・貯雇焦用乾式キ十スクによる使用詩燃料の"雇に関,る査ガイト

4.33竜巻に対する般計方針

ι晝に●ける確認事項】

用キ十スクは、 423 竜婁」ι一示,竜婁による作用

力に対して安全榛能が紅持されろこと

a)兼用キ〒スウ告で定める障波を遍用する場合

D 兼用キ十スクの秤価1、あいて保守的な荷重の作用及び組合せを般定すること

2) 1)にあいて考庫する荷重として仕、浸水深に藁づく津渡渡力並びに流連及び漂涼物質量に蔓dく衝突宿重を蔓本とし、モれぞれの商重にういて
は、兼用キャスウの評価上も崖しくなる位電へ作用させること

3)*渡'力及び潭流物荷重け、以下の指針抑を参考に設定することができる

D津波波力(津波渡圧)

東日本大震災に都ける津渡による建築物被害を路まえた津波選雌ピル等の愉造上の要件に係る暫定指針

②潭流物衝突荷血

迦艶嬬示方容間解説(1共通編・1V下郁矯')

d)滝渡宿重に対する兼用キ十スクの評価け、眠住の奇究単例や能確認献験等の結果との対此、FEM 解析に茎づく応力評価等により行うこと

(2)茎皐津渡を邊用,る場合

翻上解折の結果、兼用キ十スクの叢冒地盤の高さや津苫防厘庫設等により、兼用キ叩スウの設直位冒への津波の●上がない場合、津波による柞用力
に対すろ評価は不要とすろ

1確認内容1

0)竜巻による飛寮物の衝突荷量及び衝実による昇価は、頂子力発電所の竜巻影評価ガイドを参考にしていること

16条

原子力発電所敷地内での輪送.貯蔵用キャスウによる便用済燃料の貯蔵に関する審査ガイドに対する型式証明での確認事項と設許可時の確認事項の整理(5ノ刀

B)竜巻荷重に対する兼用キ〒スクの評価は.既往の岳究事例や揚能確記試験等の結果との対此、FEM解析1、甚づ(応力評価専によリ行われて、
ること

4.34モの他の外部事象に対すろ設計方針 r確認内容】

轟林火災.爆発及び人驫による火災に対する具体的な評価け、「原子力発電高の外昂火災影唇昇価ガ4ドに茎づき、店等の適切な対庄が面られ【害壹に力ける確露車m】

兼用キやスク1t、 142.4 モの他の外昂事象」に示す轟てぃること

材火災、爆発及び人あによる火災に刈Lて安全扱能が

雛持されること

44監視能

1審にあける昆事項】

赴間圧力及び兼用キャスク襲而'度にういて.遍切な

頻度での監視をすること

(2)段計竜巻に対する飛宗物及ぴ量大速度け、価子力晃電所の竜巻影評価ガイド解説表4.1に鵡載の値を参考に設定L、飛寮物の而突荷血を算
定 f例えぱ、建築物の耐衝撃般計の考え方((牡)日本斥築学会20151)を孝考に飛来物の圧湊拳動を無視Lて R,.円の式等で定)しているこ

45材料・構造健全性

ι害査1、■,けろ確認車項】

設計貯蔵崩問中の温度、触射縁等の環境及び当試環境

下での兼用キ十ユクの経年交化に"して+分な信性

を有する材斜及ぴ嶺造で島ること.また、貯趣厘を

設匝しない合け、雨永等によリ兼用キャスウの安全

検能が失しないよう対覧が胴じられていること.蛤

遺荷姿等の榎衝体を装着Lた状態で貯蔵を行う場合

は.袈衙体の鮭年慶化にういτも考廟Lていること

46般計貯窯期問

1審査にあける確認事項】

般計貯買朔間雌.設置(交璽)許可中厨で明確にさ

れていること

1確記内容1

(D 蓋問圧力を遍切な頻度τ・瞥挽すること.ここで、邊切な頻庶とは、閉じ込め嶺能が低下しτも. FP ガス等の敢由に至る前に.密封シール部の

異素を検知τ・きろ頻度をいう.頻度の霞定に当た勺てけ、設計貯蔵期間中の兼用キ十スク見熱量の低下、円囲項墳の■度変化及び蓋間圧力の変化を
考血すろ

(2)豪用キ十スク表而温塵を適切な朔度で監視,ること.ここで、週切な頻戻と1'、除熱帳能が低下Lても、兼用キ¥スクや燃斜被梗が健全で
罰るうちに凪常を検知できる頻度をいう

1確露内容】

(D 安全能を雛持する上で要な兼用キ十スクの綱成部材巨、兼用キー,スウの暈低使用●屋における低ι性を毒庫したものであること.ま

た、股計貯蒙期間中の君度、放射鯨等の環境及び当該環墳下での腐食、ウリープ、応力腐食割れ等の軽年交化の影響を、敢計入力価(例えぱ.寸
法、形状、強度及ぴ材料物性値〕又け設計茎準値の算定に腺L考盧していること.さらに、必要に応じて肪食掛匝等が跨じられていること

縦置き0)凝置き⑦

(2)烹用キ十スウ内郁の不活性環墳を雑持し、温度を制霞される範囲に収めることにより、兼用キ〒スウに収劫される使用漬燃料の鮭年寳化を低
長又け防止,る鮫計であること

1確認内客1

般計貯勗闇は.当該設計貯蔵期間中の兼用キャスウの安全椴能き評価,るに当たり、材料及び楕造の経年変化の考庫を行うための前提条件となる
ため、霞冒(窒更)許可申断書で明確にされていること

津波がMSF.24P型の設置位置へ潤上することを評価条件とする

1茎卓津渡及び耐津減設計方針に係る審査ガード」及び【倖叢設計に係る工認宴査ガイド」

を拳考とオる

a)に示すとおりの霞計と,る

MSF・24P型型式証明での審査範囲

説明事項

浸水深に茎りく津波渡力並びに流連及ぴ黒流物質量に茎りく荷量等の粗合せを考慮した津波荷(なし)
重をMSF、2'P型に保守的に柞用させて設定す乙

*濫渡力は、東白本大璽災における滝波による建纂物被言を踏まえた津喧遍賛ピル写の娯造上

の要件に係る暫定指針を、漂瀛物衝突荷重12、道路憐示方魯・問解説 U 共過樋・1V下部桐'

編)の拍針を芸に設定する

津渡荷重に対,るMSF、2'P型の評価け、 FEM解析に基ヴく応力評価等により行う

(封象外)

竜婁による飛寮物の衝突荷亘及び衝突による評価1才、原子力発所の竜婁影奪昇価ガ'ド」(なし)
を春考にする

設計飛寮物及び巖大連廣け、原子力発電所の竜巻影唇評価ガイド解説表411、記駐の値を設定
し、設計飛宗物の祈空荷重は、趣系物の酎衙単般計の考凡方((社)日本逢築学会 20151)

を6考に飛豪物の圧演挙動を無挽Lて R唯f毛の式により算定する

母巻荷重に対するMSF.24P型の評価1=. FEM解新に甚づく応力評価等により行う

設皿驍可時の審告確認事項

(なし)

(なし)

(なし)

偲式証明隼の飽外)

対象

糸文

(型式証明中の範外)

(型式証明申諌の範囲外)

5条

5条

MSF、24P型の安全換能を縦持サる上で重要な桝威蔀材は兼用キ十スクの暈低使用8度におけ(なし)
る低■性を考卑する

設計貯蔵崩間中(60年)の温度、放射線等の頑境及び当該頂境下での腐食、ウリープ、応力磨

食割れ等の軽年麦化の影を般計入力倍(軸的影によろ中性子遮蔽材の減出等)に才いて寺血
,る

兼用キャスクの外面け、金装筈の肪食掛恒を講じる設計とする

MSF.2'P型内郁の不活性尋揖(へりウムガス)を雌持し、■度を例霞される範囲に収めること(なし〕
によU、 MSF、24P型に収勣される使用済燃料の軽年慶化を低減又ι士訪止する設計とする

ぴ針,)設計貯蔵朗間け印年間として、型式証明申蹟喜で鯛記Lていろ

5条

(なし)

5条

(纛林火災、燭発及び人揚による火災に

封する評価での離隅等の連切な対応が図

"れていること)

6条

ι蓋間圧力を週切な頻座で監視,ろこ

ど

(兼用キ〒スク表面渦度を連切な頻度で

皇視すること)

16条)

U6条j

16条

n6条)

16条



5 周辺設の評価

5.1周辺施設の位置付け及び評価の蔓本方計

【査における確認事項】

用キ十スクけモれ自倖で安全犠能を綻持する」とを

奘本とすろことから、厨辺施設仕般産案詫設0公衆

焦設と同等の安全性が要求される虜設と,ろこと

5.2地雲の影評

5之1犠豊・配管系

{客晝1 島ける確記事項】

・配管系は、般産業施設や公衆姥霞と問(D

辱の静釣地震力ι、対て.必な蝉侠が雑持されるこ

と

2)幟岩配管晃1、作用すろ地力と地賢力以外の

荷重を適切1、粗み合わせτいるーと

0)橡春・配管系の耐重般計1、あいて、安全上適切

と露め"れる規格等に茎づき許客限界を設定している

こと

(4)"・配管系の静的解折において、設盟方注に

充じて遍仞な解析モデル及び解析手志を用いているこ

原干力発敷地内での愉送・貯蔵焦用乾式キ+スクによろ使用鴻燃料の貯農に関,る査ガイト

【確認内容】

Ⅱ)周辺姥設であろ槻"配管系、貯買趣屋等及び蔓礎は、特段の捷能を蹴することがなければ一般産業施設や公衆施設と閻等の安全性が要求
される施設としτ分類され、一般産粛施設や公桑施股と伺等の耐震性を有Lていろこと.また、具体的な評価内容は 5.2地震の影唇評価を参考

にしていろこと

イ2}支持郎、架台及びモれらの茎俊の支持性能を期拷する嶋合等1二.第6項地雲力に対Lて禍能が雛持される設計がなされτいること

ι5)槻蓉・配管茶の貫性評価についτけ、地貫層

せん弾力係数1、基づく水平雲度から求めた静的地霊力

と地雲力以外の荷重を組み合わせ、モの結果暢られる

応力等が上記(3)に示オ許容段界を題えτい孝いこ

t碇露内容】

(1)"・配管系ι、ついては

に属する施設に週用されるもの1、隈る

原子力発電所敷地内での輪送.貯蔵兼用キャスウによる便用済燃料の貯蔵に関すろ審晝ガイドに対する型式証明での確認事項と設許可時の確認事項の整理化ノフ)

(の符重及び掩重の組合せの毒え方が以下を詰まえ妥当で●ること

D 地震力以外の荷匝

機朧・配管茅に作用オる地力以外の有重は、安全上週切と総められる机格等に茎dいτ、貯葭時に如定される荷量を考卑していること

2)荷重の組合せ

昌.屈冒県にウいて、般産業詫般やι衆脆殿と問等の静的地雲力に対,る耐貫性評価を行う除、JEAG'601等の安全上週切と認め"れる規格等

を参考に、姦用キャスウの於置方法を謝まえ、機"・配管系に作用する地璽力と地霊力以外の荷重を組み合わせτいること

601に規定される静釣地霊力に対する評価手法を台考にし、別記2第4条罵4項鋸2号⑦の規定(Cウラス

による静的地震力に対L、おおむね弾性状罪に留まる範囲で耐えること

522貯蔵雌足等

【審査1、あける確認事瓜】

貯買雌厘与を設置する場合は、貯建屋等け般産

卑廃設や公衆施設と問尋の酎貫性を有すること

52.3 蔓機

【響における確認事項】

茎礎は、一般産業施股や公衆施設と間等の震性を有

すること

B)器・配冒系の静め地雲力に封する許客懐界にっ、、て12、JE貞G4601又は駐往の窃究等を参毒に霞

【4)轤"・配智系の静的解析に用いる解析モデル及び解析手注12、JEAG'601の規定を参考に霞定していること.また、轍"記管系の静的解析
モデルへの入力地貸力はこれ"の飽設の霞匝位匝における、設冒許可茎皐規則別記2第4条梨4項据2号(動の規定(Cクラスに罵寸る殴に連用

されるものに霞る.)による静釣地黛力を用いていること

【5)器.配智系の耐質性評価に郵いてけ、上記仏"こよる静的地坐力とモれ以外の荷重を組み合わゼ.これらの施設に生ずる応力等を算定してし

ること.また、当該叱力等が上記 0)に示オ許容限界を超えていないこと

【確認内容】

貯蔵盤足等け、般冒討可基皐規則別記2錦'条第4m錦2号①の規定(Cクラスに鼠すろ座設に適用されるもの1、限ろ.)1、よる静的地食力1 対

お.むね鹽性状蝉に曾まる範囲でえること.あわせて.般産桑誇殴や公衆廃霞と問媒に.珪集茎卓庚に週合するもの又はこれと間の削貫

霞計がなされていること

【確認内客】

(D 茎礎は、段買許司茎牟規則別記2第4条鏘4項第2号①の痩定(Cウラスに属する乾設に適用されるものに段る.)によろ静的地賃力に対
し、力おしね彊性状鯉に留生ろ範團で耐えろとともに安定性を確保していろこと

4条

委置きΦ染置き●

(2)芸礎の般計にあけろ荷重や許客限界、解析手法等の設定においては、塾礎の桐造形式や設田状況を陪まえ、'妻に応じて、 1茎礎地盤及び周

辺斜面の安定性昇価に係る窟丑ガード」 1茎準地貴動及び耐震設計方針に係ろ審査ガイド」及び 1酎霊般計に係ろ工認審査ガ'ド」を春考にして

いること

(3)茎礎の安定性につぃては、甚礎が股伍される地堂の変形に伴う傾斜等に封Lて、用キやスウの安全糧能が雑拷されるために必亜な状態を確

保しτいること.確認に当ナ、うてけ、「6.地量及び伺辺斜面の安定性群価」を参考にしていること

M$F・24P型型式証明での客査鞄囲

説明事項

(型式証明中請の艶囲外)

(型式座明中蹟の範■外)

(型式旺明中請の範■外)

(型式証明申誘の鮑外)

(型式証明中の笥囲昇)

霞許可時の審査・確認車項

(型或旺明卑の隻囲外)

(冊辺胞設が般産業施般や公衆施般と

周の耐餐性を有していること.)

(型式証明申舗の範外)

封訣

条文

(型式旺明中請の範■外)

(型式旺明中館の笥囲外)

(モの他周辺胞般の耐無性評価における

商重条件、許客霞界、解析手法、評価方

法が妥当であること、)

(4条)

(4条)

(貯蔵建屋等が一般産業腔般や公衆脆般

と同等の耐童性を有すること.)

(茎礎け、一般座窯詫設や公衆施設と伺

等の耐震性を有すること.)

(4条)



6 の

6.1安定性界価の茎本方針

【窒における確認事項】

地盤及び周辺斜面は、地堂力に対Lてモれぞれ'要な

状想を継持Lていろこと.

評

原チカ晃電所蚤地内での軸送.許蔵煉用乾式キ十スクによる使用蓄燃料の貯蔵に関,る査ガイト

【確記内客】

D 兼用キ十スウを設置する地盤にっいては、以下のとありとしτいること.(別表春月)

1 地盤の+分な支持を也宗しない方法により般贋する場合

1 衝突1、対して安全権能を損なわないことの確認を要ない嶋合【別表.1)

茅用キャスウを励送荷貞モの他の兼用キャスウを茎置等に価定せず、かっ、楓衝体の装着等により兼用キ中スウ郁が舎属郁へ衝突しない方庄によ
り設置する場合は.当該衝突に対してモの安全能が換なわれないものとし、モの確認を妻しない(地盤の安定性評価け不〕.

安全椎能を損なわないことの確記を妻する場合"1表'2)

大のいずれか1一より確認,ろこと.

a.兼用キャユウ董郁の金属郁への衝突評価を1丁う(地盤の安定性評価1工不要).また、評価に当たって1立 4.3.1地貫に剣する設計方針」を志考に
,ること

'hう地盤の安定性評価力"妻b.地堂の沈下や茎礎の傾斜

2)地蛙の+分な支持を想定,る方庄により設紅すろ場合偶」庚'幼

地望の評価は「礎地些及び周辺斜面の安定性評価に係る書査ガード及び「62安定性評価」を岩考にすること.また、霞置許可茎準肌則第3鼻
2項の寳形及び第3項の交位に対して兼用キ小スウの安全能が継持されろことを確露サるために必冥な評価底行ワこと.

原子力発電所敷地内での輸送.貯蔵用キャスクによる使用済燃料の貯蔵に胸すろ畜査ガイドに対する型式証明での確認事項と設許可時の確認事項の整理0ノ刀

62安富性界価

ι宴壹における確認事m】

61安定性界価の基本方針」を絡まえ、安定性評価

を行5場合は、地貫力と地貫力以外の宿重を組み合わ

せ、モの結偶られるすぺり等が、許客限界を満足オ

ること.

(2)兼用キ十スクの周辺斜面については以丁のとおりとしていろこと

1 兼用キ、・スクの般電位雷を斜面から廷隔すること.

⑦斜面から睦縞Lない場合12、「蔓礎地壁及び周辺斜面の安定性評価に係る害査ガイド」及ぴ「62安定性評価」を妻考に、茎牟地雲動による地雲
力に対する安定性畔価を行い、安定性評価の結当該斜面の崩壊やすぺりが兼用キ十スクの安全能に影唇を及ぽサあモれがある嶋合は、排土工等
の対繁を謝ずること.

(3)周辺施設が股置されてぃる地盤12.設置許司蔓卓規則解駅別記2銅4条第4項第2号①の規定(Cクラスに属する施般に適用されるものに限
る.)による地鴛力に封して+分な支持力を有すること.

【確認内宴】

n)基奉地雲動による地貫力を用いた地貫応答解析による応善値に対し、以下の照査が行われていろこと.

①地質の安定性にっいては、芸牟地貫動による地賃力に封する地堂のすぺり並びに蔓催の支持力及び傾斜に閏して、許客限界を満足すること.
⑦周辺斜面の安定性については、茎皐地賃動による地賃力に封サる,ぺりに闘して、許容限界を満足,ること.

f2)地盤の沈下や基礎の韻斜等の地壁の交状に対する兼用キ十スクの安全蝿能の維持に係ろ評価に当たってば、地盤の変状の評価が可能な解析手
法を邊用L、この応答仙が豊用キャスクの安全機能の姓持のために'要な沈下や傾斜等の許客霞界に食ILて十分な余裕を有Lていること.ここで、
兼用キ¥スウの仕様や固定方注等から許客娘界が段定され乙場合仕、設(交更)許可ιあける値を目安値として検討L、仕様が明らかになる工事
計画認可に偏る審査に帛いて詳舶を確記すること.

G)キャスウ局辺地盤の不等沈下や地異面の不陸写によろ窒状や地殻交動による地盤の窒彫の評価に当たウてけ、「茎穫地壁及び局辺斜面の安定
性評価に係る審査ガイド」を参毒にしてぃること.また、キ十スク般註地盤ι、おける断用拝による変位ι、ついては、安全上適切と記められる規格等
に茎dき、遍切な手注及ぴ条件等を用いた検討によリ交位盟等の評価が行われーの変位1 対Lて兼用キ〒スクの安全懐能が純持されろこと.

^^^

0

MSF.24P型型式証明での喜窒範囲

説明事項

MSF.24P型け、地盤の十分に主持されなくてもモの安全犠能が損なわれない董郁の金鼠部への

衝突が生じない設冒方去(横冒"及び縦き①)により貯蔵すろ設計とオろ(左記①に該当).

0

茎告等1_囲字する設冒方法(縦き⑦)により貯蔵すろ場合lt.基準地墳動によ乙織霊力が作

用Lた嶋合においても貯蔵鞄設を+分に亥持することができる地蛙に設匿する.

0

(型式証明中請の範■外)

(型式証明中口の範囲外)

設匝許可時の査・確認事項

(なし)

偲式証明中請の鮑囲外)

対象

条文

地哲の安定性評価を実施し、 1蔓礎地

盤及び周辺斜而の安定性評価に係る響

ガイド」に適合する霞計であること.

(兼用キやスクの般位匝を向辺斜面か

らの陵偶すること、雌屑Lない場合にあ

いてけ安定性評価を1丁い、キャスウの安

全縦能に影唇を及住す事モれが帛る場合

には対策を鵡じていること.)

3条・'条

(冊辺施設が般電されてい乙地盤の地

力に封,る+分な支持を有すること.}

(4棄)

(地暫の安定性許価を1丁つ嶋合は、地

力と地食力以外の荷重を組み合わせ、モ

の鞄楊われるすぺり等が、許容界を

満足サること.)

(4条)

(3条)



(参考)設置許可基準規則第29条・30条に関するインターフェース条件について

第16条、第29条・第30条の説明方針

本型式証明における第16条(遮蔽)と第29条・第30条(設置許可インターフェース条件)の兼用キャスクの線量当量率の説明
方針は以下のとおりである。

/ 16条(遮蔽)では、貯蔵方式2ケース、代表燃料型式における線量当量率基準適合性を説明する。

/ 29条β0条信斐置許可とのVF条件)では、貯蔵方式2ケース、代表燃料型式におけるインターフェース条件を説明する。

貯蔵方式

明 16条(遮蔽)

横置き及び縦置き

代表燃料

型式

線量当量率

17 × 17燃料(A型)、15× 15燃料(A型)
※17×17燃料旧型)、15×15燃料旧型)ほ

それぞれA型に対する放射線源強度の包
絡性を説明する

)と2930久(き舌きロインターフェース久)の;'Bj

型式証明 29条β0条(設置許可インターフェース条件)(注わ

横置き及び縦置き
※貯蔵建屋を合理的な設計とするために、両貯蔵方式に対

するインターフェース条件を設定する

(注1)兼用キャスクの線量当量率が、設置許可変更申請で実施する29条(工場等周辺1
の放射線業務従事者の防護)における線量評価の条件となる。この条件をインタ
する。

3次元解析コード(MCNP5)による詳細解析値 3次元解析コード(MCNP5)による詳細解析値

@ MITSUBISHI HEA^、1NDUSTRIES, LTD. A11 Rights Reserved

▲三菱重工

新規追加

17 × 17燃料(A型)、15× 15燃料(A型)
※インターフェース条件とする上記燃料型式(A型)1こ対して、

他の型式(B型)の線量当量率の観点での包絡性及び合
理的な乾式建屋設計に資するものである点を説明する

おける直接線等からの防護)、30条(放射線から
フェイス条件として型式証明の29条、30条に記載

無断複製連云載禁止三菱重工業株式会社



(参考)設置許可基準規則第29条・30条に関するインターフェース条件にっいて=

新規追加,料型式の代表性:16条(遮蔽)

/兼用キャスクの線量当量率結果に支配的な燃料有効部ガンマ線源強度及び中性子源強度が高い17×17燃料(A型)及び
15×15燃料(A型)を対象に、横置き及び縦置き貯蔵時の各線量当量率(MCNP5コード解析値)を示し、基準適合性を評価
する。

',、;".型式の用キャスク当たしの,,j f守(注わ

15×15 4800OMvvd/t型17× 17 、(4800OMvvd/t型) 亀、

^ B型線源強度B型A型線源強度

燃料有効部ガンマ線燃料有効部ガンマ線 9.97 × 10161.06 × 10171.01 × 10171.07 × 1017
(photons/S/基)(photons/S/基)

構造材放射化ガンマ線構造材放射化ガンマ線 498 × 1024.44 × 1026.02 × 102592 × 102
(60CO TBq/基)(注2)(60CO TBq/基)(注2)

燃料有効部中性子燃料有効部中性子 1.18 × 1010127 × 10101.12 × 1010121 × 1010
(neutrons/S/基)(注3)(neutrons/S/基.)(注3)

(注1)中央部12体の燃焼度を48,00OMwd/t、外周部12体の燃焼度を44,00OMwd/tとした兼用キャスク1基当たりの線源強度0

(注2)バーナブルポイズン集合体の放射化線源を考慮した値。構造材放射化ガンマ線の兼用キャスク外面の線量当量率結果への影
"は局所的(燃料集合体端部(ノズル・プレナム部)近傍の評価点)であり、またガンマ線合計(燃料有効部ガンマ線+構旭材放

射化ガンマ線)の線源強度ではA型が高い。

(注3)実効増倍率を考慮した全中性子源強度。

@ MITSUBISHI HEA^'1NDUSTRIES, LTD. A11 Rights Reserved 無断複製・転載禁止三菱重工業株式会社



(参考)設置許可基準規則第29条・30条に関するインターフェース条件について

,料型式の代表性:29条β0条(設置許可インターフェース条件)

/ 17×17燃料(A型)、15×15燃料(A型)を対象(16条で示したとお
り)に、横置き及び縦置き、それぞれにつきインターフェイス条件
(MCNP5コード1こよる兼用キャスクの線量当量率)を示す。

※参考として、各燃料型式における兼用キャスクの線量当量率
結果の比較(二次元解析コード:DOT)を示す。

インターフェース条件とする代表燃料型式は他型式を包絡して
おり、かつ合理的な乾式建屋設計に資することができる。(過
度な保守性を持つ建屋設計とならない。)
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400 350 300 250 200 150 100 50 0.50.100 ・150 -200 ・250 -300 ・350

用キャスク側部キャスク中央からの距離 Cm

人三菱工

10

合計線量当量率

',;U.型式の

0
250 -300 -350400 350 300 250 200 150 100 50 0 ・50 -100 -150 ・200

内訳
110

100

兼用キャスク領部キャスク中央からの距雌(cm)

白当量ガンマ

中性子線量当量率

用キャスクの面からlm立署の,、量当量.、比ま

[Σ二1]内は商業機密のため、非公開とします。無断複製・転載禁止三菱重工業株式会社
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